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li:〕: じ め に

八尾市は、大阪府のほぼ中央部に位置し、生駒山地西麓から大阪平野東部にかけての範

囲に市域を有しております。古 くは、河内潟、河内湖に面 し、旧大和川の支流となる多く

の河川によって、肥沃な平野が形成されてきました。旧石器時代から連綿と遺跡が形成さ

れており、全国的にも有教な遺跡の宝庫と呼べる地域であります。

本書は、当教育委員会が平成19年度に(財)八尾市文化財調査研究会に委託 して実施した

市内の周知の埋蔵文化財包蔵地における個人住宅等の建設に伴う発掘調査や民間の各種事

業の開発工事等に伴う遺構確認調査の成果を収めております。

中田遺跡では、古墳時代初頭の吉備 (現在の岡山県)な どから搬入された土器を多数含

む遺構を確認し、久宝寺寺内町では、寺内町の町割りに関連する遺構を検出し、成法寺遺

跡では、江戸時代の地鎮遺構を確認するなど、事前の遺構確認調査等において、弥生時代

から近世まで、様々な遺跡・遺構の広がりを確認できる貴重な成果が得られました。

今後、市内の貴重な埋蔵文化財が、市民の方々をはじめとして、多くの人々に親 しまれ

るように、保存・活用されていくことが文化財行政の重要な課題となります。本書が、そ

の役割の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際して、ご理解とご協力を賜りました関係各位に厚

く御礼申し上げます。

平成20年3月

八尾市教育委員会

教育長  中原敏博



例  言

1.本書は、平成19年度の国庫補助事業 (市内遺跡発掘調査)と して、大阪府八尾市内で

実施 した発掘調査の報告書である。

2。 これらの調査は、八尾市教育委員会が平成19年度に(財)八尾市文化財調査研究会へ委

託 して実施 したものである。

3。 本書には、平成19年度に実施 した埋蔵文化財包蔵地の発掘調査及び遺構確認調査と埋

蔵文化財包蔵地外の試掘調査のうち、平成19年 4月 から12月 までに実施 した調査と、平

成18年度に実施 した平成19年 1月 から3月 までの調査について掲載 している (掲載順序

は遺跡名の五十音順となっている)。 特に成果のあった調査については、その概要を掲

載している。

また、平成18年度の国庫補助事業の市内遺跡発掘調査で実施 した出土遺物保存処理事

業の成果についても掲載 している。

4.調査 した場所及び位置については、巻頭に一括して位置図を掲載している。
5。 本書の作成にあたっては、八尾市教育委員会の藤井淳弘、(財)八尾市文化財調査研究

会の高萩千秋・坪田真―・成海佳子・西村公助・樋口薫・荒川和哉・菊井佳弥・河村恵

理、 (財)元興寺文化財研究所の藤田浩明・木沢直子 。井上美知子が執筆を行い、執筆分

担は目次末に記 した。

6.本書に掲載している出土品及び図面は、埋蔵文化財の活用に資するため八尾市立埋蔵

文化財調査センター (八尾市幸町4丁 目58-2)1こ おいて保管している。

7。 本書の編集は、八尾市教育委員会 生涯学習部文化財課が行った。
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平成18年度 1～ 3月 の発掘調査

平成18年度 1～ 3月 の発掘調査一覧

遺 酬拓

(申請番号)
調査地 調査日 調査目的 調査対象

面積

(ド )
備考 譴陛跡部遺跡

(2006‐ 390)

八尾市太子堂1丁 目80

香1
2007/2/20

分譲住宅

(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 2ヶ 所(深
さ1 6nI)

連綿と続く水田耕作上を確認 樋 口

跡部遺跡

(2006‐ 468)

八尾市太子堂2丁 目16

番12
2007/3/6

分譲住宅

(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20m× 〕
所(深さ20m)

時期不明の湿地性堆積物と、低
湿な環境を基盤とした水田耕作
土を確認

樋口

大田遺跡

(2006‐ 283)

八尾市大田新町1丁目
252

2007/2/2
工場

(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20m× lヶ
所 20m× 10m× lヶ 所(深 さ
10～ 20m)

古墳時代初頭前半に相当する地
層を確認

樋口

大田遺跡
(2006‐ 460)

八尾市太田新町3丁 目
114番

2007/2/26
分譲住宅
(遺構確認調査)

浄化槽 :20m× 20m× 3ヶ 所
20m× 10mXlヶ 所(深さ20m)

時期不明の水田耕作上を確認 樋□

大竹遺跡
(2006‐424}

八尾市大竹6丁目195番
1

2007/1/26
分譲住宅

(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 3ヶ 所(深
さ16m)

120 整地層を確認 樋口

恩智遺跡

(2006‐ 444)

八尾市恩智中町3丁 目
l13番

2007/2/5・ 6
個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20m× lヶ
所 25m× 25m× lヶ 所(深さ
15m)

本書に掲載 [1-1] 樋口

久宝寺遺跡

(2006‐ 520)

八尾市久宝寺6丁目
37-3

2007/3/27・ 28
保育園

(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× 5ヶ
所(深さ25m)

3125 本書に掲載 [1-2] さ
れ

郡川遺跡

(2006‐ 439)
八尾市黒谷6丁目203番 2007/1/25

分譲住宅

(遺構確認調査)
建物基礎・浄化槽 :15m× 15
m× 3ヶ所(深さ20m)

675 本
調査地が谷状地形に位置する
ことを確認

樋国

小阪合遺跡
(2006‐ 465)

八尾市南小阪合町1丁

目56
2007/3/12

宅地造成

(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× lヶ 所(深
さ20m)

中～近世の水田耕作土と現代の

河川堆積物を確認
樋口

太子堂遺跡

(2006-429)

八尾市南太子堂4丁目
79-1

2007/1/80
分譲住宅

(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 3ヶ 所(深
さ20m)

現平野川の前身河川に相当する

砂礫層を確認
樋 口

太子堂遺跡

(2006‐ 448)

八尾市太子堂5丁目
47・ 48-1

2007/3/22
共同住宅

(遺構確認調査)

浄化槽 :20m× 25m× lヶ 所
(深さ25m)

時期不明の湿地性堆積物と、低
湿な環境を基盤とした水田耕作
土を確認

樋□

東郷遺跡
(2006‐ 289)

八尾市東本町2丁目
20-3、 21

2007/1/11
店舗。共同住宅

(遺構確認調査)
建物基礎 :30mX30m× 2ヶ
所(深さ16m)

本書に掲載 [1-3] 成海

東郷遺跡

(2006‐ 462)

八尾市桜ヶ丘2丁 目
1281 12910

2007/2/27
事務所

(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20m× 1,
所 25m× 25m× 2ヶ所(深さ
20m)

本書に掲載 [1-4] 樋 口

中田遺跡

(2006‐ 372)

八尾市八尾木北6丁目
28

2006/12/15

2007/3/19・

20。 2駅市教委
人孔・管路立会)

分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :25m× 25m× 2ヶ 所
20m× 20m Xlヶ 所(深さ25m)

165 本書に掲載 [1-5] 坪田

中田遺跡

(2006‐ 503)

八尾市刑部4丁目3181
の一部、319の一部、3
61の一部、里道、水路

2007/3/19
分譲住宅

(遺構確認調査)

下水管 :20m× 20mX3ヶ 所
(深さ20m)

時期不明の湿地性堆積物と、低

湿な環境を基盤とした水田耕作

上を確認

樋□

西郡廃寺
(2006‐ 190)

八尾市泉町3丁 目61
5、 -6、 -7

2007/1/10
工場

(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× 3ヶ
所(深さ20m)

1875 本書に掲載 [1-6] 西村

水越遺跡
(2006‐ 321)

八尾市大字服部川7番 1、
7番 2、 7番 3

2007/3/2
分譲住宅

(遺構確認調査)

人孔 i25m× 25m× 2ヶ 所(深
さ20m) 扇状地性堆積物を確認 樋口

八尾寺内町

(2006‐ 215)

八尾市本町4丁目191、
193、 20の一部

2007/1/18
共同住宅

(遺構確認調査)
建物基礎 :25m× 25m× 3ヶ
所(深さ25m)

1875
寺内町形成期の地層と、それ以
前の河川堆積物を確認

西構

八尾寺内町
(2006‐ 437)

八尾市本町2丁 目148番

1・ 148番 4
2007/2/22・ 23

共同住宅

(遺構確認調査)

建物基礎 。機械式駐車場 :25
m× 25m× lヶ 所 30mX30
m× 3ヶ所(深さ30～ 33m)

本書に掲載 [1-7] 荒川

矢作遺跡
(2006-467)

八尾市松山町2丁目11

番16の一部
2007/3/1

分譲住宅

(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20m× 1
所(深さ20m)

旧水田耕作土以下において時期
不明の3層の水田耕作■を確認

樋ロ

1-1 恩智遺跡 (2006-444)の 調 査
(1)調査概要 :平面規模約 2,0× 2.Om、 面

積約4.0ぜ lヶ 所(1区 )、 平面規模約 2.5× 2.5

m、 面積約6.25だ lヶ 所(2区 )の計 2ヶ 所に  1聖
ついて、現地表(T.P.+17.5m前 後 )下 1.5m前  160m
後までを調査した。使用した標高は、八尾市  ~
作成 1/2500地図記載の標高値(天王の杜北東

ヽ区北壁 2区北壁

第 5図 断面図(S=1/100)

に位置する市道のT字路中央 :T,P,+20.3m)で ある。

【地層】現地表下0。 7m前後までは、現代の整地に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表下1.5m前後ま
での0.8m間 において 4層の地層を確認した。 1層 は黄色シルト～細粒砂。ラミナ構造の発達した水成
層である。 2層は黄灰色～灰色極粗粒砂～中礫混粘土質シルト～細粒砂。ブロック土で形成された地層



である。下方ほど粒度組成は粗 くなる。本層は 3層 (2-1～23層 )に細分できた。遺構内埋土の可能性 も

考えられる。本層には縄文時代晩期の遺物が混在 していた。 3層 は黄褐色～暗灰黄色シル ト～極細粒砂

(粘土質シル ト～シル トブロック(1～3cm大 )混在 )。 下位に存在する 4層の土壌化部分に相当する。 4層

は黄褐色シル ト～極細粒砂。自然堆積層である。

【検出遺構 。出土遺物】検出遺構はなし。

出土遺物は、 0層より弥生土器(1・ 2)、 2層より縄文土器(3～ 12)が出土 した。 1・ 2は弥生土器。

1は壼の回縁端部で、垂下口縁端部の上位に粘土帯を貼り付け、上内方にも拡張を行う個体である。ほ

ぼ直立する幅広の平坦面には、 2帯の廉状文を施 した後、刺突文を加えている。内面はナデ調整。 2は

回縁部と杯部の境界に変化点を有する高杯の口縁端部～杯部。口縁部は直立 し、端部には水平な平坦面

が見える。口縁部外面には烈点文を 2条施す。杯部は縦位ナデ後横位 ミガキを行う。内面は主に横ナデ

調整である。両者ともに中期(河内Ⅳ-2)の特徴を有する。
3～ 12は縄文土器。この内 3・ 5は浅鉢、 4・ 6～ 12は深鉢に区分される。 3は波状口縁を形成 した

可能性の高い日唇部～肩部。□縁部は外反気味に直立 し、端部は丸い。調整は、肩部外面に横位ケズリ

を施す以外は横位ナデ。なお頸部には、調整の差異による明瞭な変化点が認められる。 4は 口唇部～口

縁部。国縁部は外反し、端部は丸い。調整は外面が横位ナデ、内面が横位ケズリを施す。 5は 回縁部が

1
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第 6図 出土遺物実測図



大きく外反する個体で、肩部との境界には明瞭な変化点が認められる。調整は、内・外面ともに横位 ミ

ガミガキ。 6は 国唇部～体部中位。口縁部は上外方に直線的に開き、端部は丸く終息する。頸部には変

化点が存在し、回縁部と体部を明瞭に区分する。調整は、外面がケズリ後、頸部のみ横位ナデを行い、

頸部の屈曲を作り出す。内面はナデを主体に頸部付近のみ横位ケズリを施す。 7は体部中位～底部。底

部は上げ底である。調整は体部下位が縦位ケズリ、中位が横位ケズリである。内面は板状工具によるナ

デである。 8は 口唇部～体部下位。各部位を区分する変化点が存在しない砲弾形を呈する個体である。

粘土接合痕は12本確認でき、概ね lcm厚の粘土紐を積み上げながら成形 したことが明らかになった。

調整は、外面が指頭成形のみ、内面はナデが行われるほか、体部下位において縦位ケズリが施される。

外面には二次焼成を受けたことによる煤の付着を確認 した。 9は亀ヶ岡式に区分される個体の肩部～体

部。肩部外面には 4条の沈線と刺突文が見えるほか、体部には縄文も施される。内面は左斜位ナデ。 10

は口唇部～口頸部。口頸部が大きく外反する個体で、回唇部にはD字キザミを加える。調整を見ると、

外面は口頸部が縦位ケズリを施す以外は横位ナデが中心である。内面は指頭成形後、回頸部の一部で横

位ケズリが行われる。復元口径は40。 4cmを測る。外面には粘土接合痕が観察できた。 11は口頸部～肩

部。外反する口頸部と、若干張る肩部から成る個体で、両部位が反転することで、頸部の変化点を作り

出している。調整は肩部外面に縦位ケズリ施されるほか、内面は横位ナデが行われる。国頸部外面には

粘土接合痕も見える。12は口唇部～肩部。口縁部は外反しながら上外方に若干開き、肩部の張りが小さ

い個体で、日唇部にはD字キザミを加える。外面調整は、口縁部に二枚貝条痕が見えるほか、肩部は左

斜位～横位ケズリを行う。内面は横位ナデである。以上の縄文土器は、概ね縄文時代晩期中葉(滋賀里

Ⅲb～Ⅳ式)に帰属するものである。なかには 9の ように、晩期亀ヶ岡式土器が認められることから、

当該期における地域間交流を知る上で注目される。

(2)ま とめ :今回の調査地周辺を見渡すと、八尾市教育委員会による恩智遺跡の調査(嶋村 198りをは

じめ、研究会による第■次調査(森本2002)が行われ、縄文時代晩期と、弥生時代中期の遺構・遺物を検

出してきた。本調査では、既往成果と同様、縄文時代晩期の遺物包含層である 2層を確認 したほか、弥

生時代中期の遺物包含層や遺構基盤層などは、現代の攪乱により破壊・削平を受けた可能性の高いこと

を確認 した。この内 2層については、ブロック土により形成された淘汰不良の地層で、遺構内埋上の可

能性が高い。遺物は、 2層の最下位に相当する2-3層から。縄文時代晩期中葉 (滋賀里Ⅲ b～Ⅳ式・亀

ヶ岡式)に比定される浅鉢、深鉢のほか、サヌカイト細片や獣骨が出土 した。これらの成果は、本調査

地の北隣の市教委恩智遺跡の調査(嶋村 1987)で 検出した『土器集積(SW)1』 の様相に類似する。 した

がって、今回の調査における 2層 と土器集積(SW)1が一連の遺構であった可能性が高くなった。

参考文献

・嶋村友子 19873 『八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 I』 ―恩智遺跡の調査― ノ(尾市文化財調査報告14 昭和
61年度国庫補助事業 八尾市教育委員会
・森本めぐみ 2002「 4恩智遺跡第11次調査(OJ2001■ 1)」『平成13年度(財 )八尾市文化財調査研究会事業報告』(財)八

尾市文化財調査研究会

1-2 久宝寺遺跡 (2006-520)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25∬ 5ヶ 所(北西から南東へ 1～ 5区)について、現地

表(T,P.+7.2m前後)下2.5m前後までを調査した。使用 した標高は、八尾市作成 1/且500地図記載の標高

値(調査地北西側角の道路上 :T.P,+7.9m)で ある。

【地層】現地表下2.5m前後までにおいて、13層の地層を確認 した。 1層 は灰オリーブ色礫混シル ト

(現水田耕作土 )。 2層 は灰色中礫混シル ト(旧水田耕作土 )。 3層 は 2層 に分けられ、上部の 31層は暗
灰黄色細粒～極細粒砂質シル ト、下部の 3-2層 は灰黄色極粗粒砂～極細粒砂(洪水堆積層)。 4層 は灰色

シル ト(耕作土)で、 4区・ 5区に見られる。 5層は灰色極細粒砂混粘土質シルト(水田耕作土)で、 4区・



5区に見られる。 6層は暗オリーブ灰色シル ト

質粘土で、 1～ 3区で見られる。 7層は暗オリー

ブ灰色径中礫混粘土質シル ト(2区 )～ シル ト質

粘土(1区・ 3区 )。 8層 は暗オリーブ灰色シル

ト質粘土で、 1区～ 3区で見られる。 9層は暗

オリーブ灰色大礫混シル ト質粘土。 2区では、

SDlに 堆積する本層から、棒状 。板状の木製
品が出土。10層は灰色～暗オリーブ灰色を呈す

る砂礫混泥。古墳時代初頭前半(庄内式古相)の

遺物を含む。11層 は暗オリーブ灰色極細粒砂混

粘土質シル ト(2区 )～暗オリーブ灰色径中礫混

シル ト。12層 は灰色～暗オリーブ灰色を呈する

砂礫。西部に行 くにつれ粗粒の砂礫が目立つ

(河川堆積層 )。 4区では 5層の下位に黒褐色中

礫混ブロック状の砂質 シル ト～粘土質 シル ト

(A層 )が見られ、下部から古墳時代初頭前半(庄

内式古相)の土器が多 く出土。A層の下位には、
S01埋 土である暗オリーブ灰色径中礫混粘土
質シル ト(B層 )が見られる。

【検出遺構】 2区の11層上面で南北に伸びる

溝 1条(SDl)、 4区の12層上面で落込み lヶ

所(S01)を検出した。 S01の 遺構埋土と考
えられるA、 B層のうち、A層の下部から土器
が多く出土 した。また、 5区東壁で12層を切る

10層の窪み、 3区東壁で■層を切る10層の落込

みを確認 し、この付近にも遺構の存在が想定さ

・　　　　　・　　　　　　　］蜘

1区東壁

5

れる。各遺構の帰属時期は、 SDlが 古墳時代初頭、 S01が 古墳時代初頭前半以前に比定できる。
【出土遺物】 2区 9層からは棒状・板状の木製品、 4区 A層下部からは古墳時代初頭前半(庄内式古
相)の土器がまとまって出土 した(1～ 6)。 また、各区の10層からは弥生時代後期～古墳時代初頭と推定

される土器の破片が出土した。

1・ 2は甕である。 1は V様式系の甕、 2は内面にヘラケズリを施 した庄内式甕である。 3は鉢。外
面にタタキロが残る。 4は高杯の杯部。内外面ともに縦方向のヘラミガキを施す。 5・ 6は高杯の脚部。

5は外面に縦方向のヘラミガキを施す。
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1-3 東郷遺跡 12006-289)の調査
(1)調 査概要 :平面規模約3.0× 3.Om、

面積約9.0∬ 2ヶ 所(北から1・ 2区)につい

て、現地表(T.P.+8.6m前 後)下 1.6m前後ま

でを調査した。使用した標高は、東側道路

の局さ :T.P.+8.3mで ある。

【地層】現地表下0.5m前後までは、現

代の整地に伴う客土 。盛土(0層 )。 以下現

地表下1.6m前後までの0.8～ 1.2m間におい

て 5層の地層を確認した。 1層は褐色粘土

質シルトと灰色粘土質シルトのブロックで、

硬く締まる整地層。 2層は茶褐色砂質シル

(2)ま とめ :今回の調査では、調査地中央部付近に遺構 。遺物が相対的に多いことが明らかになっ

たほか、 11層上面(11層が残らないところでは12層上面)が遺構検出面になることを確認 した。遺構・遺

物は古墳時代初頭前半とそれ以前のものを中心とする。上層部分では、自然堆積層を除き、水田耕作土

と推定され、遺物出土量も僅かであった。

第 9図 平・断面図

卜で土器細片が少量含まれる。 3層 は灰褐色粘土で、近世の遺構構築面である。 4層は灰褐色～青灰色

の極細粒砂～細粒砂の互層、 5層 は白灰色粗粒砂～礫の互層で、ともに河川堆積土である。

【検出遺構・出土遺物】 1区では 3層上面で、遺構内埋土の可能性のある互層(③灰褐色粘土質 シル

ト・炭の互層)が見 られた。北壁際で検出したため詳細は不明であるが、東西方向に伸び、深さは0.3m

前後を測る。 2区では井戸 SEl、 溝 SDlを 検出した。 SElは 全体の 4分の 1程度が検出され、復
元径は 2m程度になる。深さは lm程度まで確認 した。埋土は④白灰色粗粒・灰褐色粘上のブロック、
⑤白灰色粗粒砂・青灰色粘上の互層、⑥白灰色粗粒砂で、⑥には彩しい量の国産陶磁器 1～ 6や瓦 7～

9な どが出土した。いずれも18世紀頃のものである。皿 4の高台裏面には「龍」の銘と「井」の陽刻が見ら

れる。SDlは、東西に伸びるもので、幅 lm以上、深さ0.3mを測る。埋土は③灰褐色粘土・褐色粘
土のブロックで、内部から土師器小皿 1が出土している。土師器小皿 1は、15～ 16世紀頃のいわゆる

「へそ皿」である。

(2)ま とめ :今回の調査では、T.P,+7.8～ 7.9m付近の 3層上面で近世の井戸や溝を検出した。井戸内

部からは18世紀以降の遺物が出土しているが、溝からは15～ 16世紀頃の土師器小皿の出土もあり、さら

に古い時期の生活面の存在も示唆している。

80m

2区西壁

弐 めガ戸至

冒略
可 ②

SEl

O (1:loo)2m

―

1区北壁

第10図 出土遺物実測図



1-4 東郷遺跡 (2007-462)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約 2.5× 2.5m、 面積

約6.25ポ 2ヶ 所と、2.0× 2.Om、 面積約4.Or l

ヶ所(西から 1～ 3区 )に ついて、現地表(T.P.+
8.2m前後)下2.Om前後までを調査 した。使用 し

た標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高

値(調査地の南西に位置する府道八尾道明寺線

と市道八尾第469号線の十字路中央 :T,P.+78

m)である。

1区西壁

2区西壁 2区北壁

3区南壁

1     0      1

麟 …
11

第 11図  断面図(S=1/100)

80m

【地層】現地表下0.6～ 1.lm(一部1.8m)前後

までは、現代の攪乱・整地に伴 う客土・盛土   聖

(0層 )。 以下現地表下2.Om前後までの0.9～ 1,4  60m
m間において12層の地層を確認 した。 1層は 1   ~
区で確認 した灰色粗粒砂～極粗粒砂混粘土質シ  80m
ル ト～シル ト。水田耕作土である。 2・ 3層は  ~
2区で確認 した暗オリーブ灰色～オリーブ灰色   70m
粘土質シルト～シル ト。グライ化の顕著な攪拌

層である。炭化物のほか、土師器や須恵器、瓦   聖
器の細片が混在する。中世以降の水田耕作土で

ある。 4・ 5層は 1区で確認 した灰黄色粘土質

シル ト～細粒砂。淘汰不良の硬 く締まった地層で、整地層と推測される。 6層は 1区で確認した黒褐色

粘土質シルト。下位に堆積する 7層がブロック状に混在する淘汰不良の地層である。土師器・須恵器の

細片が混在する。上面において遺構 1を確認 した。なお、 3区では 6層に対応する可能性が高い 6B層
を見たが、淘汰は良好で、土壌化の進行は少ない。 7層は 1・ 2区で認められる浅黄色粘土質シル ト～

シル ト。シル ト優勢の湿地性堆積層である。上面において遺構 2・ 3を確認した。 8～ 10層 はにぶい黄

橙色～灰白色粘土質シル ト～シル ト。湿地性堆積層である。一部ラミナ構造を有する。11・ 12層 は明黄

褐色～灰色粘土質シル ト～細礫。下方に向かうほど粗粒化の傾向を強める河川堆積層である。両層とも

に、 1区に比 して 2区の方が、上面 レベルが高いことから、本調査地の東に河道の流芯を求めることが

可能である。

【検出遺構】地層断面において遺構を確認 した。

遺構 1:1区南壁で確認 した 6層上面検出である。埋土はラミナ構造の発達 した灰黄色粘土質シル ト
～極粗粒砂である。溝または一時期の流路の可能性が高い。瓦器細片が出土 した。

遺構 211区 南壁で確認 した 7層上面検出である。埋土は黄灰色粘土質シル トのブロック土(3～5cm
大 :7・ 8層がブロック状に混在)である。遺物の出土はなし。

遺構 3:1区 西壁で確認 した 7層上面検出である。埋土は 2層のブロック土(① o②層)か ら成る。こ
の内①層からは土師器や須恵器の細片が出土 した。

【出土遺物】 1～ 5は遺構 3出土遺物である。 1～ 3は土師器杯細片と推測される。この内 1・ 2は、
口縁部が外反 し、端部は内側に丸 く肥厚する個体で、内面には横位ハケナデを施す。 3は 国縁端部が丸

く終息する個体で、器壁も前 2者に比 して厚い。 4は土師器甕。小さく屈曲後、外反気味に短く伸びる

口縁部を有する個体で、肩部はほとんど張らない。調整は、回縁部内面が横位ハケナデ、肩部は外面が

縦位ハケナデ、内面が横位板ナデを施す。 5は須恵器蓋の細片である。口縁端部は若干下外方に拡張を

行い、その結果、若干下外方に傾斜した平坦面が形成される。これらの遺物は、概ね奈良～平安時代に

帰属する。

6は 3層内出土遺物である。土師器の口縁部細片で、端部は丸 く、器壁は厚い。

10
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第12図 出土遺物実測図

fL 8

- L-90           (1:4)          20cm

7～ 9は 6層内出土遺物である。 7は土師器椀。口縁部は短 く外反 し、端部は小さく内厚する個体で

ある。調整は、国縁部は横ナデ、体部内面はナデを施す。体部外面は未調整。 8。 9は須恵器蓋。 8は

扁平な擬宝珠つまみを持つ個体である。 9は 口縁端部を下方に拡張させる個体で、調整は回転ナデ。 こ

れらの遺物は概ね奈良時代に所属する可能性が高い。

(2)ま とめ :今回の調査では、最 も西に設定 した 1区 において、中世以降(遺構 1)、 および奈良～平

安時代(遺構 2・ 3)に 比定される遺構の存在を確認 した。 これ らの遺構の基盤層である 6・ 7層 は、 2

区では認められない。 2区では、 2・ 3層に代表されるように、中世以降の水田耕作土が存在 しており、

生産域 として利用されていたことが明 らかである。 したがって、本来展開 していた可能性の高い 6・ 7

層は削平を受けたことが予測される。

本調査地の周辺では、 (財)大阪府文化財調査研究センターによる小阪合遺跡の調査 (駒井他2000)や、

当研究会による東郷遺跡第52次調査(高萩1998)が行われ、奈良時代～中世の遺構・遺物を多 く検出 して

いるが、同様の遺構面が、本調査地にも及ぶことが明 らかになった。特に中世以降の水田耕作の及んで

いない調査地の西方(1区以西)において、当該期の遺構面が展開 している可能性が高い。

参考文献

・駒井正明ほか 2000『八尾市若車町所在 小阪合遺跡 都市基盤整備公団八尾団地建替えに伴う発掘調査報告書 (財 )
大阪府文化財調査研究センター調査報告書第51集』(財)大阪府文化財調査研究センター

。高萩千秋 1998「 XⅣ 東郷遺跡(第 52次調査)J『 (財)八尾市文化財調査研究会報告60』 (財)八尾市文化財調査研究会

1-5 中田遺跡 (2006-372)の 調査
(1)調査概要 :2.5× 2.5m-2箇所、2.0× 2.Om-lヶ 所(西から1～ 3区 )、 面積16.5rに ついて、
現地表(T,P,+9。 9～ 10.3m)下2.5m前後までを調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載

の標高値(調査地南西部に位置する市道中央 :T.P.+10.4m)で ある。

【地層】 0～ 5層については 1～ 3区で概ね共通している。 0層は盛土。 1層は旧耕土。 2層 は 1区
でのみ見られた均質な粘土質シル ト層で、整地層と考えられる。 3層は水成層である。 4・ 5層は撹拌
された作土層で、 1区 4層から瓦器椀小片が出土しており時期は中世頃が考えられる。以下の層相は 1・

2区がほぼ共通 し(6～ 15層 )、 3区 はやや異なる(16～ 20層 )。 6・ 8層 は撹拌された作土層で、中間層

に 7層の水成層が見られる。 1区 6層から円筒埴輪片(楕円筒 ?)が 1点、 8層から古式上師器片が 1点

出土 している。 9層は土壌化層で、古墳時代初頭～前期の包含層である。10～ 15層は水成層。16層は 3

区で見られたブロック状を呈する土壌化層で、古墳時代前期前半(布留式期古相)ま での上器を多量に含

んでおり、調査区全体を包括する大規模な遺構の可能性もある。 1・ 2区 9層 とは層相が異なり対応関

係は不明である。 17・ 18層 はシル ト質粘土混中粒砂～極粗粒砂の層相で、水成層と考えられる。19層は

やや撹拌が認められる土壌化層。20層上部もやや撹拌が認められる。

【検出遺構】 2区 12層上面で土坑 2基(S K201・ 202)、 3区 19・ 20層上面で土坑 3基(S K301～ 303)、

ビット4個 (S P 301～ 304)を検出した。全体的に遺構埋土には炭が多い。 S K201は深さ約20cm、 埋土

―  とf
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1区 北壁 2区西壁 3区 北壁

3
|

90m

0 盛土
1 旧耕上 25Y4/1黄灰色極細粒砂多混シルト
2 25Y6/1黄灰色粘上質シルト 鮒n斑
3 25Y6/3に ぶい黄色シルト～極細粒砂互層 Fe斑
4 10YR5/1褐 灰色極細粒砂混シルト質粘土 Mn斑
5 25Y6/1黄 灰色細粒砂～極粗粒砂少混粘上 Fe管極多
6 25Y5/1黄 灰色粗粒砂多混シルト質粘土 Fe斑
7 25Y6/1責 灰色シルト～粘土質シルト Fe斑
8 25Y5/1黄 灰色細粒砂～粗粒砂混シルト質粘土 Fc斑多
9 5Y5/1灰 色粘止質シルト混細粒砂～極粗粒砂混 炭
10 25Y5/1黄 灰色中粒砂～粗粒砂混シルト
11 10Y5/1灰 色細粒砂～中粒砂混シルト質粘土
12 10YR6/2灰 黄褐色粗粒砂
13 25Y7/2灰黄色シルト
14 10G5/1緑 灰色中粒砂～極粗粒砂
15 5BG6/1青 灰色ンルト
16 10YR5/2灰 黄褐色細粒砂～粗粒砂多混粘土 炭
17 10YR6/1褐 灰色シルト質粘土混中粒砂～粗粒砂 炭
18 25Y5/2暗灰黄色シルト質粘土混中粒砂～極粗粒砂 炭
19 25Y6/2灰 黄色細粒砂～粗粒砂混シルト質粘土 炭
20 5Y6/1灰色シルト混細粒砂～粗粒砂

第13図 平・断面図

は黄灰色細粒砂～極粗粒砂多混シル ト質粘土。 S K202は深さ約60cm、 埋土は上層が10YR4/1褐灰色中

粒砂～粗粒砂混シル ト、下層がN4/0灰色シル ト混細粒砂で、全体にブロック状。庄内式土器出土。 S

K301・ 302は深さ10cn程度、埋土は25Y5/1黄灰色粗粒砂混シル ト質粘土(ブ ロック状)で、底面に炭層

が見られる。 S K301か ら庄内式土器出土。 S K3031ま 深さ約 15cm、 埋土はN4/0灰色細粒砂～粗粒砂混

シル ト質粘土。庄内式上器出土。 S P301・ 302・ 304は深さ10～ 20cln、 埋土は5Y4/1灰色粗粒砂多混シ

ル ト(ブロック状ち S P302か ら庄内式土器出土。 S P303は 深さ約 10clll、 埋土はN3/0暗灰色シルト質粘

土(炭層)である。

【出土遺物】 1区 6層 -1は円筒埴輪で突帯部径約58cmに 復元できるが、小片の為不確実なもので、
楕円筒埴輪の可能性もある。内面タテハケ調整。 3区 16層―布留式期古相を主体とする土器が多量に出

土しており2～ 21を図化した。 2～ 9は甕である。口縁端部の形状は、 2-内上方に伸びる、 3-巻 き
込み気味に肥厚、 4～ 6-わ ずかに肥厚、 7～ 9-丸 く収まる。体部調整は外面ハケ、内面ヘラケズリ
を基調とし、 9は外面にタクキが見られる。10～ 12は吉備系の甕で搬入品である。櫛描直線文を施す口

縁部は、10がやや開き気味で、11・ 12は直立する。色調は10が橙色、 11・ 12が明褐灰色である。13は広

口壷で、日縁端部外面に竹管文を施す。外面ハケ調整。14は直口壷で、回縁端部が内側に肥厚する。外

面ヘラミガキ、内面ハケ調整。15は口縁部が外折 して開く広口壷で、口径208c14を測る。四国東部地域

からの搬入品と考えられる。 16・ 17はヘラミガキを施す精製の有段口縁鉢である。18は粗製の鉢で、底

部外面にヘラケズリを施す他はナデ調整である。 19は手焙り形土器でほぼ完形に復元できる。覆部の端

部はほぼ直角に外折させ前端面を形成 している。覆部の接合方法は、外反する鉢口縁端部に載せるタイ

プである。調整は覆部外面～前端面にハケ、底部にヘラケズリを施す以外はナデで粗製と言え、覆部内

面には粘土接合痕が明瞭に残る。鉢体部外面に円形の黒斑を有する他、内面全体が黒色を呈する。国径

18.8cnl・ 鉢部高13.6cnI・ 器高21.8clt。 20■ 21は弥生土器である。20は甕口縁部で、口縁部外面に約 2 cm

間隔で刺突文を施す。河内Ⅳ様式に比定される。21も 甕底部で、調整は外面ヘラミガキ、底面にも一定

方向にヘラミガキを施す。20と 同時期頃に比定されよう。 3区 S K303-22は 土師器甕で、日縁端部は

内上方に短 く伸びる。庄内式期新相に比定される。

(2)ま とめ i調査では、 2・ 3区で古墳時代初頭～前期の遺構を検出した。東部の 3区では19・ 20

層上面が初頭(庄内式期)の遺構面で、遺構には切り合いが認められる。そして遺構は検出されなかった

が17層上面が前期(布留式期)遺構面と考えられる。調査地の西側には「中田古墳」カベ位置しているが、

関連する遺物としては 1区で円筒埴輪片が 1点出土したのみである。

St
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1‐ 6.西 郡廃寺 (2006-190)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25ぜ 3ヶ所(西から1～ 3区)について、現地表(T.P,+4.

8m前後)下2.Om前後までを調査した。使用した標高は、八尾市作成 1/2500地 図記載の標高値(調査地東

部を南北に伸びる道路中央 :T.P.+4.8m)である。

【地層】 0層は盛土。 1層は褐色細粒砂混粘土。 2層は褐灰色細粒シルト質粘土で、土師器、須恵器、

瓦器の破片を含む。 3層は灰色粘細粒シルト質粘土。 4層は灰褐色細粒～粗粒砂。河川堆積物である。

【検出遺構】 1区 :2層上面から切り込む遺構(S K101)お よび平安～鎌倉時代にかけての遺物を含
む地層(2層)を検出した。S K101は 南壁で検出したため、規模などの詳細は不明である。埋土は7.5YR

4/2灰褐色細粒砂混粘土で、遺物の出土はなかった。

2区 :3層上面から切り込む遺構(S K201)および平安時代～鎌倉時代にかけての遺物を含む地層(2
層)を検出した。 S K201は、調査区南西隅で検出した。平面形状は円形で、深さ0.6mを測る。埋土はN
3/0暗灰色粘土で、褐色細粒砂混粘土のブロックが混じる。遺構内からは、平安時代末期の瓦器椀の破

片が出土した。

3区 :平安～鎌倉時代にかけての遺物を含む地層(2層 )を検出した。

【出土遺物】 1・ 3区の 2層からは土師器、須恵器、瓦器の破片が出土した。また、 2区のS K201か

らは瓦器の破片が出土した。このうち図化したものはS K201か ら出土した瓦器椀(1)と瓦器小皿(2)で

ある。 1の底部には高台が貼り付く。見込みにヘラミガキを平行線状に施す。 2の内面にはヘラミガキ

を横方向に施す。

(2)ま とめ :今回の調査地には、平安～鎌倉時代

の居住域が存在していることが明らかになった。同

時代の居住域は、南側約150mで行った萱振A遺跡
の第 1次調査(原田1987)で も検出していることから、

南北幅150m以上の範囲が居住域であったことが判

明した。

参考文献

。原田昌則 1987「 I 萱振 A遺跡(第 1次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和61年度  (財)八尾市文化財調

査研究会報告 13』 (財)八尾市文化財調査研究会

2区 南壁 3区  西壁

0  (1封 oo) 2m

―第16図 平・断面図
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1-7 八尾寺 内町 12006-43乃 の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25ピ lヶ 所、約3.0× 3.Om、 面積約9,0ピ 3ヶ 所(北西
から 1～ 4区 )について、現地表(T,P,+9,4m前後)下 3.0～ 3.4mま でを調査 した。使用 した標高は、八尾

市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南東側の府道交差点 :T.P.+9.Om)で ある。

【地層】現地表下1.lm前後までは、客土・盛土(0層 )。 以下、現地表下3.4m前後までの2.3m間 にお

いて18層の地層を確認 した。

1層は、暗オリーブ灰色礫混砂質シル ト。旧耕作土層。 2層は、暗オリーブ灰色泥質砂～砂質シルト。

21層 (砂質)と 22層 (泥質)に分けられる。畑地耕作土と推定される。 3層は、粘土質シル トの灰白色砂

礫(3-1層 )～暗緑灰色中粒砂～細粒砂(32層 )。 ラミナ構造が見える。河川堆積層。 4層 は、オリーブ黒

色極細粒砂混粘土質シル ト。上面で人の足跡を確認。水田耕作土と推定される。 5層 は、暗オリーブ灰

色砂礫質シル ト～砂礫混粘土質シル ト。 51層 (砂質 :締まりが強い)と 52層 (泥質)に分けられる。整地

層か耕作土層と推定される。 6層は、オリーブ灰色礫混砂(61層 )～オリーブ黒色極細粒砂混粘土質シ

ル ト～灰色砂混礫の互層(6-2層 )～灰色極細粒砂混粘土質シル ト(63層 )。 河川堆積層である。 7層 は、

暗オリーブ灰色細粒砂～極細粒砂混シル ト質粘土。 8層は、オリーブ黒色～暗オリーブ灰色を呈する極

細粒砂混粘土質シル ト～シル ト質粘土。砂礫を含む 82層 と殆ど含まない 8と層に分けられる。 9層は、

オリーブ黒色極細粒砂混粘土質シル ト。 304区 では砂礫優勢である。本層は、調査地南側で実施され
た八尾寺内町遺跡第 2次調査(岡田1999)お いて確認 した古墳時代前期の遺物包含層に相当する可能性が

高い。10層 は、暗オリーブ灰色極細粒砂混粘土質シル ト。上面は、八尾寺内町遺跡第 2次調査(岡田199

9)で検出した古墳時代前期の遺構面に相当すると考えられる。11層 は、オリーブ黒色～暗オリーブ灰色

を呈する粘土質シル ト～シル ト質粘土。 3区では砂礫を含む。12層 は、暗オリーブ灰色極細粒砂混粘土

質シルト。

【検出遺構・出土遺物】検出遺構はなし。出土遺物は、 2-2層から国産磁器片、 51・ 5-2層から土

師器片、 62層から須恵器片、 8-2層 から土師器片、 9層から土師器片が 1～数点出土 したが、いずれ

も時期不明の小破片である。

(2)ま とめ :今回の遺構確認調査では、遺構の検出はなく、出土遺物量も僅かであった。 8-2層・ 9

層 。11層 は、粘性に富む粘質土でありながら、調査地東部では砂礫が混在することから、古墳時代前期

を前後する時期の水田耕作土である可能性が考えられる。

参考文献

・岡田清- 1999「 XⅣ 八尾寺内町遺跡第 2次調査(Y C97-2)」『 (財 )八尾市文化財調査研究会報告62』 (財)八尾市文

化財調査研究会

1区西 壁
十          1

+       0       +

2区西壁 3区】ヒ壁 4区北壁

90m

第17図 断面図(S=1/100)
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2.平成19年度 4～ 12月 の発掘調査



第18図 平成19年度 4～ 12月 の調査地位置図 I
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第19図 平成19年度 4～ 12月 の調査地位置図Ⅱ
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亀島出

第20図 平成19年度 4～ 12月 の調査地位置図Ⅲ
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第21図 平成19年度 4～ 12月 の調査地位置図Ⅳ



第22図 平成19年度 4～ 12月 の調査地位置図V
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第23図 平成 19年度 4～ 12月 の調査地位置図Ⅵ
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1.平成 19年度 4～ 12月 の発掘調査

表2 平成19年度 4～ 12月 の発掘調査一覧 1
選跡指

(申請番号)
調査地 調査日 調査目的 調査対象 離

ｍ
備考

調 食

担当者
跡部遺跡
(2007‐ 81)

八尾市跡部南の町1丁
目46、 492、 47

2007/6/4
工場

(遺構確認調査)
人孔 :20m× 20m× 3ヶ 所(深
さ20m) 中世以降の溝を3条検出 西村

跡部遺跡
(2007‐ 100)

八尾市跡部北の町1丁
目311～ 315及 び318
～3111ま で

2007/6/15 事務所付倉庫
(遺構確認調査)

建物基礎 :30m× 30m× 3ヶ
所(深さ30m)

古墳時代初頭に相当する地層を
確認 西村

跡部遺跡
(2007‐ 269)

八尾市跡部北の町2丁
目501

2007/12/20。 21
倉庫及び工場
(遺構確認調査)

管路・他 :30m× 30× 4ヶ 所
(深さ25m)

360 古代
～近世の水田耕作土のほか、
中世頃の水成層を確認

荒川

中蜘く２００７．２７８，
八尾市福栄町1丁 目28
番1

2007/12/4
分譲住宅

(試掘調査 :埋蔵
文化財包含地外)

建物基礎・浄化槽 :25m× 25
m× 2ヶ所(深さ20m)

125 遺構・遺物の検出はなし 米井

老原遺跡
(2006‐ 506)

八尾市老原l丁 目961 2007/4/4 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20m× lヶ
所 15m× 15m× lヶ 所(深 さ
16～ 20m)

遺構・遺物の検出はなし 成海

老原遺跡
(2006‐ 344)

八尾市東老原139 2007/7/23 個人住宅
(発掘調査)

人孔 :25m× 25m× 2ヶ 所(深
さ20m)

鎌倉時代の水田耕作土と、それ
以下において河川堆積物を確認

荒川

太田遺跡
(2006‐489)

八尾市太田新町1丁目
298

2007/6/14 事務所・倉庫
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 30m× lヶ 所(深
さ25m)

弥生後期末～古墳初頭、平安、
鎌倉時代の対応層を確認

西 村

大田川遺跡
(2007‐ 247)

八尾市大竹l丁 目19番、
20番

2007/11/5 店舗
(遺構確認調査)

浄化槽・防火水槽 :30m× 30
m× 2ヶ所(深さ30m)

本調査地が谷状地形に位置する
ことを確認 成海

太田川遺跡
(2007‐ 233)

八尾市水越1丁目97番 2007/12/26 店舗
(遺構確認調査)

浄化槽 :25m× 25m× lヶ 所
(深さ28m)

遺構 。遺物の検出はなし 樋 口

太竹西遺跡
(2006‐414)

八尾市楽音寺1丁 目
152番地3の一部

2007/3/13・
4/20。 23

共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎・浄化槽・管路・他 :

25m× 30m+20m× 20m
+20m× 40m× lヶ 所 20m
×26m× lヶ所 30m× 30m
×lヶ所(深 さ17～25節 )

337 本書に掲載 [2‐ 1] 口
村
樋
西

大竹西遺跡
(2007‐ 103) 巽翼

'謂

研i兆
の一部.123.126の 一部

2007/8/9 特別養護老人ホーム

(遺構確認調査)

雨水貯留椿。オリフィス枡 :

25m× 25m× 4ヶ所(深 さ15～
18m)

本調査地が谷状地形に位置する
ことを確認 西村

恩智遺跡
(2007‐ 1)

八尾市恩智中町2丁目
139番地、154番地2、
155番地2

2007/4/9 分譲住宅
(遺構確認調査)

混
際
ｍ
所

×

×
ｍ

ｍ

０

０

２

５×

他
Ｏｍ管路．臓獅

本書に掲載 [2‐2] 成海

恩智遺跡
(2007‐ 314)

八尾市恩智北町3丁目
8番、35番 2、 35番 3、
36番 2

2007/11/14 分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔・浄化槽 :20m× 20m×
4ヶ 所 15m× 15m× lヶ 所
(深さ15～ 20m)

時期不明の湿地性堆積物を確認 苦川

恩智遺跡
(2007-363)

八尾市恩智南町2丁目
50番、51番の一部

2007/12/27 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20m× 2ク
所(深さ15m)

中世に相当する遺物包含層を確
認 米井

鞠］
八尾市萱振町6丁目
40、 51、 52

2007/6/25 分譲住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× 2ク
所(深さ20m) 本書に掲載 [2‐3] 西村

木の本遺跡
(2006‐ 261・

2007‐ 102。 133)

八尾市南木の本4丁目
18

2007/1/15。 16
・6/11・ 7/12

分譲住宅
(遺構確認調査)

防火槽・管路・他 :30m× 30
m× 14ヶ 所 20m× 20m× 4ヶ
所(深さ20～32m)

本書に掲載 [2‐4]
回
村
樋
西

木の本遺跡
(2007-64)

八尾市空港1丁目178、
180

2007/9/11
工場

(遺構確認調査)
浄化槽 :!
(深さ12～

Om× 30m× 2ヶ 所
7m)

120 平安時代後期
～末に相当する水

田耕作土を確認 成海

木の本遺跡
(2007-216)

八尾市空港1丁目
146-2 2007/10/26 児童福祉施設等

(遺構確認調査)
浄化槽 :(
(深さ30m

Om× 30m× lヶ 所 湿地性・河川堆積物を基盤とし
た中世の水田耕作土を確認

成海

久宝寺遺跡
(2007-181)

八尾市南久宝寺1丁 目
1番 1・ 1番 4

2007/8/7,8
共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :30m× 30m× 3ヶ
所(深 さ25～ 30m) 本書に掲載 [2‐ 5] 荒川

久宝寺遺跡
(2007-160)

八尾市渋川町4丁目
76番地1(一部)

2007/8/23 共同住宅
(遺構確認調査)

オリフィス枡・雨水貯留ボック
ス :40m X36m× lヶ 所
15mX15m× lヶ 所(深さ20m)

中世に相当する水田または畑に
伴う耕作土を確認 西村

久宝寺遺跡
(2007‐ 309)

八尾市渋川町6丁目31
42の一部

2007/11/12 倉庫
(遺構確認調査)

建物基礎・浄化槽 :25m× 25
m× lヶ 所 20m× 20m× 3ヶ
所(深さ15m)

中世の溝 1条、落ち込み1ケ所
を検出

善
畑

久宝寺遺跡
(2007‐ 349)

八尾市北久宝寺2丁目
33番、34番

2007/12/18～ 20
工場

(遺構確認調査)
他
Ｏｍ鞘騰
30m× 30× 5ヶ 所 弥生～古墳時代に相当する水田

耕作土を確認 樋 国

久宝寺寺内町
(2007‐ 89〕

八尾市久宝寺3丁目
57番の一部

2007/7/5 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20m× lヶ
所(深さ20m)

久宝寺寺内町北端東寄りに位置
する環濠の堆積物を確認

成海

久宝寺寺内町
(2007‐ 90)

八尾市久宝寺3丁目
57番の一部

2007/7/5 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 120m× 20m× 1
所(深さ20m)

久宝寺寺内町北端東寄りに位置
する環濠の地積物を確認

成海

久宝寺寺内町
(2007‐ 134)

八尾市久宝寺5丁 目63
番の一部

2007/7/17・ 18
個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :30m× 30m× lヶ
所 20m× 10m× lヶ 所(深 さ
10～ 20m)

本書に掲載 [2‐6] 荒川

久宝寺寺内町
(2007‐ 236)

八尾市久宝寺3丁目227
番

2007/10/2 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20m× 1
所(深さ20m) 近世の溝を1条検出 高萩

郡川遺跡
(2006‐ 516)

八尾市黒谷2丁目164番
1の一部・208番 4の
一部

2007/4/24 分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 3ヶ所(深
さ20m)

本調査地が谷状地形に位置する
ことを確認

苦
川

小阪合遺跡
(2007‐ 53)

八尾市小阪合町1丁目
65666726711の 各一
部

2007/6/2〕 分譲住宅
(遺構確認調査)

管路・他 :25m× 25m× 3ヶ
所(深さ20m) 遺構・遺物の検出はなし 成海

小阪合遺跡
(2007‐ 125)

八尾市小阪合町2丁 目
482 2007/7/19・ 20 共同住宅

(遺構確認調査)
建物基礎 :25m× 25m× 3ヶ
所(深さ20～ 28m)

1875 本書に掲載 [2‐ 7] 成海

成法寺遺跡
(2007-32)

八尾市南本町1丁目
84■ 。2・ 4、 861・ 2・
3・ 6

2007/6/29 管路 。他 :30m× 20m× lヶ
所(深さ18m) 鎌倉時代の溝を1条検出 西村

０
０
９
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表 3 平成19年度 4～ 12月 の発掘調査一覧 2
選跡者
(申請番号 )

調査地 調査日 調査目的 調査対象 離
ｍ

備考
調食
担当者

成法寺遺跡
(2007‐ 130)

八尾市明美町1丁目
28■ ,29の 各一部

2007/7/6
共同住宅
(遺構確認調査)

管路・他 :

所(深さ25m
5m× 25m× 2ヶ 奈良時代～中世に相当する土壌

化層を確認
西村

成法寺遺跡
(2007‐ 131)

八尾市明美町1丁目
28■ 29の各一部

2007/7/6 長屋住宅
(遺構確認調査)

他
２５
路
際
管
所

5m× 25m× lヶ 奈良時代～中世に相当する土壌
化層を確認

西村

成法寺遺跡
(2007‐ 137)

八尾市南本町3丁目
44-1

2007/7/25 分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔。管路 :20m× 20m×
2ヶ所(深さ20m) 本書に掲載 E2‐ 8] 西村

成法寺遺跡
(2007‐ 233)

八尾市光南町1丁 目
18、 19

2007/11/17 共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× 2ヶ
所(深さ26～ 28m)

時期不明の湿地性・河川堆積物
を基盤とした中～近世の水田耕
作上を確認

成海

成法寺遺跡
(2007-202)

八尾市南本町2丁目
66番卜66番9の各一部

2007/11/8・ 9
倉庫付事務所
(遺構確認調査)

規
際
ｍ
所

×

×

ｍ

ｍ

０

６

缶

２×蜘的２０ｍ，
本書に掲載 [2‐ 9] 成海

成法寺遺跡
(2007‐ 268)

八尾市南本町1丁目
108番 2

2007/11/15 分譲住宅
(遺構確認調査)

管路・他 :25m× 25m× 2ヶ
所(深さ20m) 本書に掲載 E2‐ 10] 樋口

成法寺遺跡
(2007‐ 343)

八尾市清水町1丁目33
番1、 34番 1、 34番 2、
34番4

2007/12/10。 11
葬祭場

(遺構確認調査)
建物基礎 :30m× 30× 3ヶ 所
(深さ25m) 本書に掲載 [2‐ 11] 坪 田

碑冨寺還研

(2007‐ 112)

八尾市神宮寺4丁目
132の一部

2007/6/14 分譲住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× lヶ
所(深 さ20m) 遺構。遺物の検出はなし 成海

太子堂遺跡
(2007‐ 352)

八尾市南太子堂4丁目
95-1、 -3

2007/12/14 共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :30m× 30× lヶ 所
(深さ20m)

奈良～平安時代前期の河川堆積
物、平安時代末～中世の水田耕
作土を確認

成海

太子堂遺跡
(2007‐ 250)

八尾市南太子堂2丁 目
57-1

2007/12/25 共同住宅
(遺構確認調査)

オリフィス枡・水路橋基礎 :

20m× 20× 2ヶ所(深さ20m)
古代～近世の水田耕作上のほか、
中世頃の水成層を確認

坪 田

田井中遺跡
(2007‐ 128)

八尾市田井中4丁目
132番

2007/7/10 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :25m× 25m× lヶ
所(深 さ20m)

平安～鎌倉時代の河川堆積物の
下位において水田耕作土を確認

成海

田井中遺跡
(2007‐ 227)

八尾市田井中1丁 目232 2007/11/19
分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 4ヶ 所(深
さ20m)

時期不明の河川堆積物を基盤と
した中世の水田耕作土を確認

樋 ロ

東郷遺跡
(2007‐ 49)

八尾市桜ヶ丘4丁目
611、 612、 613、

614

2007/5/31
6/1

広告塔設置
(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20mXlヶ
所 30m× 40m× lヶ 所(深 さ
17～ 24m)

本書に掲載 [2‐ 12] 苦
姫

東郷遺跡
(2007-209)

八尾市北本町2丁目
223番の一部

2007/9/4
共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25mX3ヶ
所(深さ18m) 本書に掲載 [2‐ 13] 西村

東郷遺跡
(2007‐ 200)

八尾市東本町5丁 目31
番19

2007/9/10 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20mXlヶ
所(深 さ20m)

遺構。遺物の検出はなし 西村

中田遺跡
(2007‐ 107)

八尾市八尾木北3丁目
119番 2

2007/8/17 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :25m× 25mXlヶ
所(深さ13m)

中世に相当する河川堆積物を確
認

成海

甲出返り

(2007‐ 201)

八尾市中田2丁 目313の
一部

2007/9/10 個人住宅
(発掘調査)

管路・他 :20m× 20m× lヶ
所(深さ21m)

古墳時代後期～古代に相当する
地層を確認

成海

中田遺跡
(2007‐ 168)

八尾市八尾木北6丁目
12

2007/9/28 分譲住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20mXlヶ
所(深さ23m)
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中田遺跡
(2007‐ 336)

八尾市八尾木北6丁目
72番の一部

2007/12/13 個人住宅
(発掘調査)

管路・他 :25m× 25m× lヶ
所(深さ20m) 遺構。遺物の検出はなし 米井

西郡廃寺
(2007‐ 44)

八尾市泉町2丁 目651
の一部、泉町3丁目68-
3、 68-4、 68-5、 68-6

2007/5/18 店舗
(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20m× 2ヶ
所(深 さ10m) 本書に掲載 [2‐ 14] 成海

西郡廃寺
(2007‐ 184)

八尾市泉町2丁目35番 1
の一部

2007/10/4 共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 125m× 25m× 2ヶ
所(深さ25m) 本書に掲載 [2‐ 15] 高萩

曲司i焼毒

(2007‐ 334)

八尾市泉町2丁 目14番
1

2007/12/5 共同住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :30m× 30× 2ヶ 所
(深さ25m)

本書に掲載 [2-16] 樋口

東弓削遺跡
(2007‐ 76)

八尾市八尾木3丁 目39
番2・ 50番

2007/7/30 分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 2ヶ 所(深
さ20m)

平安～鎌倉時代、奈良時代、古
晴時代に相当する地層を確認

西村

東弓削遺跡
(2007‐ 291)

八尾市都塚1丁 目127、
128

2007/11/30 分譲住宅
(違構確認調査)

建物基礎 :15m× 15m× lヶ
所(深さ19m)

遺構・遺物の検出はなし 苦
川

勘

剛

弓

００

東

¢
八尾市八尾木東1丁目1
59番4

2007/12/6 分譲住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :20m× 20mXlヶ
所(深さ20m)

弥生時代後期～古墳時代前期に
相当する土壌化層を確認

樋 口

美国遺跡
(2007‐ 38)

八尾市美園町3丁 目54
番1

2007/5/21・ 22
多目的ホール
(遺構確認調査)
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２的的鰤
本書に掲載 [2‐ 17] 西村

八尾寺内町遺跡
(2007‐ 210)

八尾市本町5丁目1721 2007/12/12
共同住宅
(遺構確認調査)

建物丞礎 :25m× 25m× 2ヶ
所(深さ20m)

八尾寺内町形成時親に相当する
土坑を2基検出

西村

八尾寺内町
遺跡隣接地
イク006_5ククⅢ

八尾市本町3丁目219、
224、 225

2007/4/26
共同住宅

(試掘調査 :埋蔵
文化財包含地外)

建物基礎 :25m× 25mX2ヶ
所 30m× 30m× lヶ 所(深 さ
20～ 30m)

215 本書に掲載 [2-18] 西村

八尾爾還卵
(2007‐ 142)

八尾市西木の本2丁 目
38

2007/7/24 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :20m× 20mXlヶ
所(深さ20m)

中世に相当する水田耕作土を確
訳 成海

八尾南遺跡
イク007_ク 77Ⅲ

八尾市西木の本2丁目
45番

2007/10/30 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 :25m× 25m× lヶ
所(深さ20m)

625 中
～近世に相当する水田耕作土
を確認

成海

天4「選朋
(2007‐ 119)

八尾市高美町4丁目
142番 3

2007/6/26 個人住宅
(発掘調査)

建物基礎 i15m× 30mXlヶ
所(深 さ19m)

本書に掲載 [2-19] 成海

矢作遺跡
(2007‐ 66)

八尾市安中町8丁 目75
番11・ 86番の一部・87
番2

2007/7/3 分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× 3ヶ 所(深
さ16m)

河川堆積物とその上位において
水田耕作上を確認

荒川

矢作遺跡
(2007‐ 139)

八尾市松山町2丁 目
144番地

2007/8/21 分譲住宅
(遺構確認調査)

建物基礎 :15mX15m× lヶ
所(深 さ20m)

河川堆積物の上位において、水
田や畑に伴う耕作土を確認

讐
川

柳蜘
八尾市志紀町南4丁目
68

2007/5/16・ 17
分譲住宅
(遺構確認調査)

人孔 :20m× 20m× lヶ 所
20m× 25m× lヶ 所 20m×
30m× 4ヶ所(深さ18m)

330 本書に掲載 [2‐ 20] 荒 川

竜華寺跡
(2007‐ 123)

八尾市陽光園2262 2007/6/27 店舗
(遺構確認調査)

建物基礎 :25m× 25m× 2ヶ
所(深さ25m) 中世以降の水田耕作土を確認 苦

凡
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2-1 大竹西遺跡 (2006‐ 414)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 3.Om lヶ 所(1区 )、 約2.0× 2.6m lヶ 所(2区 )、 約3.0× 3.Om lヶ 所(3

区)、 総面積約21.7だ (北から 1～ 3区)について、現地表(T.P.+11.85～ ■.98m前後)下2.5m前後までを

調査した。なお調査区の平面規模については、各調査区ともに平面規模約3.0× 3.Omを設定 していたが、

客土・盛土層が非常に硬 く締まっており、予想以上に掘削時間を必要としたことから、 2区では、若千

平面規模を縮小 している。また1区では調査区の拡張(約2.0× 2.Om。 約2.0× 4.Om 約12r)を実施 した。

使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地北西部に位置する市道の二股分岐中央 :

T.P.+10.6m)で ある。

【地層】現地表下 1,0～ 1.lm前後までは、現代の整地に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表下2.Om前

後までの1.4～ 1.5m間において 9層の基本層序を確認 した。 1層 は暗オリーブ灰色～灰色シル ト質粘土
～シルト。攪拌の顕者な作土層である。 2層 は黒褐色粗粒砂～中礫混粘土質シル ト。調査地全域に堆積

が予測される淘汰不良の地層である。 1・ 2区では土師器細片が散在していた。 3層は黄灰色粗粒砂～

細礫混粘土質シル ト～シル ト。 1区で確認 した遺物包含層である。上面より切り込む遺構の存在を断面
において確認 した。 4層 は黒褐色粗粒砂～細礫混粘土質シル ト。 1・ 2区に認められる古墳時代中期頃

の遺物包含層である。 5層はにぶい黄褐色粘土質シル ト。 1区で確認 した湿地性堆積層である。 6層は

黒褐色粗粒砂～中礫混粘土質シル ト～シル ト。下位に存在する 7層の土壌化部分に相当する。 2区で確

認 した。 7層は褐灰色～灰黄褐色粘土質シル ト～中礫。西流する扇状地性堆積層である。 8層はにぶい

黄褐色粘土質シル ト。湿地性堆積層である。 9層 は褐灰色粘土質シル ト～シル ト。 3 om大のブロック土

が混在する硬 く締まった地層である。

【検出遺構】 S K101:1区で検出した、 3層上面を構築面とする土坑である。検出規模は、東西幅

約0.3m、 南北幅約 1.Om、 深さは約0。 2mで ある。埋土は細粒砂混粘土質シル ト。遺構内からは古式土師

器の細片が出土 した。 S D101:1区検出の南北に伸びる溝である。断面観察の結果、 2層上面より切

り込むことが明らかになった。検出規模は、幅約0,7m、 長さ 4m以上、深さ約0.45mで ある。埋土は

細粒砂混粘土質シル ト。遺構内からは土師器の細片が出土 した。帰属時期は概ね中世頃に比定される。

S P201～205:1区では、古墳時代中期の遺物包含層である 4層を除去し、 5層上面を精査 したところ、

120m

l10m

100m

1区北壁
3区北壁

※①～④は地層断面で確認した遺構

第24図 平・断面図
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柱穴と推測される径0.2～ 0.3mの平面円形を呈 した小穴を 5個検出した。埋土は、 4層が充填されてい

た。なお、 5層 は湿地性堆積層であり、一時期の遺構基盤面であった可能性は低い。 4層に帰属する遺

構と推測される。 S D201:2区では、やはり古墳時代中期の遺物包含層である 4層を除去 し、 6層上
面を精査した結果、概ね南南東―北北西に直線的に伸びる溝を検出した。検出規模は、幅約0.6m、 長

さ約2.Omである。深さは約0.2mで、浅い椀形を成す。埋土は黒褐色粗粒砂～細礫混粘土質シル ト(2～3

cm大ブロック混在)の単層で、土師器細片が散在していた。 4層に帰属する遺構の可能性が考えられる。

【出土遺物】

1は 1区 S K101出土の古式上師器壷の口縁部～肩部である。口頸部は大きく外反し、その上位には

角度を上方に転じた回縁部が付 く。調整は、肩部内面において指頭成形痕やケズリ、ナデが認められる

以外は横ナデを施す。帰属時期は古墳時代前期後半と推測される。

2は 1区 S D101か ら出土 した、霊の庇部分可能性が考えられる細片である。外面はナデやハケナデ

が、内面はハケナデ調整を行う。庇下面には二次焼成に伴う煤の付着を確認 した。胎土には角閃石が含

まれる。帰属時期は奈良～平安時代であろう。

3～ 9は 3層出土遺物。 3は器台の口縁端部細片と考えられる。端面上端にはキザミロを、ほぼ直立

する幅広の口縁端面には円形竹管文を 2帯 +α 施す。帰属時期は弥生時代中期後半である。 4～ 7は古

式土師器。 4は直回壺の回縁端部～口縁部。口縁部は直線的に上外方に開き、端部付近で若干反りを加

える。 5は甕の日縁端部～口縁部。直線的に開く口縁部と丸い端部を有 し、頸部内面にはケズリ調整に

起因する鋭利な変化点も見える。古墳時代初頭の所産であろう。 6は小型丸底土器の口縁端部～回縁部。

口縁部は横ナデ調整により若干有段を形成 し、端部は丸く、器厚 も厚い。色調は褐灰色を呈する。搬入

品の可能性も考えられる。 7～ 9は土師器。 7は杯または皿の回縁端部～杯部。口縁部は強い横ナデの

影響で大きく外反 し、端部は内厚する個体である。底部外面には横位ケズリを施 し、杯部内面には 1段

の放射状暗文を加える。平城宮Ⅲの所産である。 8・ 9は高杯の柱状部～裾部。両者ともに外面調整は

摩滅のため不明瞭。内面にはしばり痕が見える。古墳時代前期後半～中期に帰属する可能性が高い。

10～ 14は 4層出土遺物である。10は古式土師器甕の口縁端部～口縁部。口縁部は内湾し、端部は内厚

する。器厚は 7mmと厚い。胎土には、焼土のような細粒を多 く含む。帰属時期は布留式期新相である。
11～ 14は土師器高杯。 11は大きく開く口縁端部～回縁部で、端部は丸 く終わる。12は杯部。断面が扁

平な三角形を成すにぶい稜が見える。13は杯部～頸部。外面には縦位ハケナデを施す。14は柱状部～裾

部。柱状部から裾部へは、緩やかな弧を描きながら移行する個体で、外面には面取り調に縦位板ナデを

行う。内面にはしばり痕が見える。いずれも概ね古墳時代中期に帰属するものと推測される。

ぽ ∞ 3

S K101

S D101

3層

4層

ノ

1

2

3～ 9

10-14

U

/＼ .肝
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(2)ま とめ :今回の調査における最大の成果は、 4層を確認 したことである。 4層は、南北に長い調

査地の北～中部に位置する 1・ 2区において確認した遺物包含層である。層厚は約20cmを測り、古墳時

代中期の土師器や須恵器が混在していた。混在遺物は、概 して遺存状態は良好で、ある程度器形を復元

することができるほか、調整なども明瞭に観察できる。 したがって、これらの遺物は 1・ 2区周辺で使

用されていたものが、混在 した可能性が高い。この場合、付近においてこれらの遺物を使用した当該期

の集落の存在が想定される。今後、周辺を調査する際には注意されたい。

．　　　　４　．一５６　　　　　（（一∽鱒〕）

160m  (     2
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―
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//

13｀
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2-2 恩智遺跡 (2007‐ 1)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.0×

2.Om(3・ 4区 )、 2.0× 5,Om(1・ 2・

5区 )面積約38.0だ の 5ヶ 所につい

て、現地表(T.P.+16.3～ 16.7m)下2.0

m前後までを調査した。使用 した標

高は、調査地から約200m東方の南

高安農協前のベンチマーク :T.P.十

20.268mで ある。

【地層】現地表下0.6～ 1.Om前後

までは、表土・作土(1層褐色粗粒

砂 )、 近現代の整地に伴う層(2層黄

褐色礫混粗粒砂 )。 以下現地表下 1,0

～2.Om前後までの1.Om間 において

5～ 6層の地層を確認した。 3層 は

暗褐色礫混シル トで、中世の遺物を

少量含む。以下の地層は、 1区と 2
～ 5区では、大きく異なる。 1区で
は 4層褐色礫混粗粒砂、 5層褐色粗

粒砂、 6層黄褐色極細粒砂、 7層青

灰色粘土質シル トがあり、 2～ 5区

では、 8層黒褐色礫混粘土、 9層黒

褐色礫混粘土と青灰色粗砂の互層ま

たはブロック、10層褐色粗粒砂～礫

混粘土質シル トがあり、以下に11層

黄～赤褐色粗粒砂、12層黄～灰褐色

粘土質シルト、最下は13層黄褐色粘

土質シルト混礫・ 14層黄褐色細粒砂

である。

【検出遺構・出土遺物】 3層上面

では 2・ 4区で落込みを 2ヶ 所(S

01・ 2)、 5区で溝を 1条(SDl)
検出した。11層上面では 5区で落込

みを lヶ 所(S03)検 出した。出土
遺物は、主に 9・ 10層から中世を下

限とするものが小破片の状態で出土

1区西壁

+  l  I

1   2    1

1   3   +

1   7    +

2区西壁

160m

150m

3区北壁 4区北壁

5区北壁

160m

150m

しており、10～ 12層からは弥生土器が数点出土 している。
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2区 iS01は 北東へ落ちるもので、本来
の肩は、調査区南西端に至るものと考えられ

る。断面の観察では、一旦緩やかに下がった

後、急に落込む 2段の肩を形成する。肩を構

成する3層は、南で lmも の厚さになり、

青灰色粘土質シル ト・暗褐色粗粒砂のブロッ

0    (1:4)  100m
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クが混在 しており、盛上の可能性が高い。埋土は②黄褐色大礫混粗粒砂 。③黄褐色礫混シル ト・④黄褐

色粗粒砂・⑥黄褐色極細粒砂が堆積する。内部から弥生土器(1・ 2)が 出上 した。 1は大型の鉢、 2は

甕の底部で、ともに弥生時代中期のものである。

4区 iS02は 北東部へ落ちるもので、深さ0。 9mま でを確認 した。埋土は①粘土質シル トが混 じる
黄褐色粗粒砂である。ここからの湧水は多大であった。

5区 iSDlは 調査区南端を東西に伸びるもので、瓦質土管が埋設されていた。近世末期のものであ
ろう。 S03は 調査区東端で西へ急角度で落ちるもので、深さは0.8m・ 底は平坦である。内部に 9・
10層が堆積 し、中世を下限とする土器小片が出土 している。

(2)ま とめ :S01・ 2はその含水量や堆積状況などから溝状遺構と考えられ、 S03は 崖などの自
然地形の可能性がある。また、 3層は盛土と考えられ、中～近世の整地の可能性が高い。

2-3 萱振遺跡 (2007-60)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25r2ヶ 所(北から 1・ 2区 )について、現地表(T.P.+6.

5～ 6.7m)下 2.Om前後までを調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地

北東部の道路上 :T.P.+6.5m)で ある。

【地層】現地表下0.4～ 0.6mま では、現代の整地に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表下2.Om前後ま

での約1.4mの 間において 6層の地層を確認した。 1層 は10YR4/6褐色細粒砂混粘土、 2層は10YR4/1

灰褐色細粒砂混粘土で、 1層 と 2層は近世の地層である。 3層 は5Y5/1灰色細粒砂混粘土で、上面は土

壌化 し、両調査区で、中世の小穴を検出した。 4層は10YR5/6黄褐色粗粒砂質粘土、 5層は10YR4/1

褐灰色細粒砂質粘土で、粘性に富んだ湿地性堆積層である。 6層 は10YR6/1褐灰色細粒砂～粗粒砂で、
河川堆積層である。

【検出遺構・出土遺物】 1区 :3層上面で、小穴 1個 (S P101)を検出した。 S P101は平面形状隅丸
方形で、一辺0.3mを 測る。断面形状は逆

台形で、深さ0.2mを測る。埋土は10YR4/ 聖

4褐色細粒砂混粘上で土師器の破片が極少

量出上した。この内掲載したものは 1であ 聖

る。 1は室町時代頃の土師器小皿で、日縁 50m
部の内外面にはナデを施す。       ~
2区 :3層上面で、小穴 1個 (S P201)
を検出した。 S P201は平面形状隅丸方形

で、一辺0.3mを 測る。断面形状は逆台形

で、深さ0.2mを 測る。埋土は10YR4/4掲

色細粒砂混粘土で土師器および須恵器の破

片が極少量出土 した。この内掲載 したもの

は 2である。 2は 13世紀に比定できる東播

系須恵器鉢である。口縁端部は上下にやや

拡張し、平端面を形成する。口縁部の内外

面には回転ナデを施す。

1区西壁 2区西壁       _
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(2)ま とめ :今回の調査では、恵光寺を中心とした寺内町形成に関連する地層(1・ 2層 )の確認およ

び、鎌倉～室町時代頃の遺構を検出した。また、 6層 は、平安時代末期以前の河川堆積と思われる。

参考文献

・西村公助 1996「Ⅵ 萱振遺跡第19次調査(K F95-191」『 (財 )八尾市文化財調査研究会報告53』 (財 )八尾市文化財調査研
究会

・ 岡田清一 西村公助 2003「 X 萱振遺跡第23次調査(K F 2002-23)」 『 (財 )八尾市文化財調査研究会報告75』 (財)八尾市
文化財調査研究会

2-4 木 の本遺跡 12007-261・ 2007-102・ 2007-133)の調査
(1)調査概要 :平面規模約3.0× 3.Om、 面積約9,0ぽ 13ヶ 所(北西から1～ 13区 )について、現地表(T.P.+

10.5～ 10.8m前後)下 2.0～ 3.Om前後までを調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地 図記載の

標高値(調査地南部を東西に伸びる府道中央 :T.P.+10.7m)で ある。

【地層】現地表(10.5～ 10.8m)下 1.2m前後までは、現代の整地に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表

下2.Om前後までの0.8m間 において 9層の地層を確認 した。 1層 は暗灰色シル ト質粘土。旧耕作土であ
る。 2・ 3層は青灰色シル ト質粘土。両層ともにグライ化の顕著な攪拌の著 しい水田耕作土である。こ

の内 3層は酸化鉄分の沈着が顕著である。 4層 は灰色～青灰色シル ト～中粒砂。調査地の北～中部に認

められるラミナ構造を有する河川堆積層である。12区では 4層に対応するA層 (灰色～黄灰色極粗粒砂

3区 北壁 4区北壁
2区西壁1区西壁

100m

90m 煮祭妻__1-

3区南壁5区南壁 6区北壁 7区百璧

1   1

2
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～細礫混シル ト質粘土)を確認 したが、層相が汚れていることから、遺構埋土の可能性が考えられる。

5・ 6層は灰色～暗灰黄色シル ト質粘土。湿地性堆積層である。 7層 は褐灰色粘土質シル ト。黄灰色シ
ルトのブロック(2～3cm大 )が混在する地層である。下位に続 く8層の土壌化部分に相当する。 8層 は灰

色～青灰色シル ト～細粒砂。河川堆積層である。 7・ 8層 は調査地西部の 7・ 15～ 18区 において確認で

きた。 9層は黒褐色シル ト質粘土。土壌化層の可能性が高い。調査地北端の 1・ 2区で確認した。

【検出遺構・ 出土遺物】なし。

(2)ま とめ :今回の調査地周辺では、これまでに数次にわたる調査が行われ、弥生時代中期～中世の

遺構・遺物を検出してきた。したがって当調査地においても、当該期の遺構 。遺物の検出が期待された。

結果は、調査地の大部分が、ラミナ構造の顕著な河川堆積層(4・ 8層 )や、粘性に富んだ湿地性堆積層

(5・ 6層 )が互層を成 して堆積する環境下にあったことを明らかにした。僅かに、調査地北部に位置す

る 1・ 2区や西部の 7・ 15～ 18区 において土壌化層(7・ 9層 )を確認 したが、いずれも調査地内には展

開しない。したがって、本調査地の北方や西方において遺構の検出される可能性の高いことを指摘 して

おきたい。

2-5 久宝寺遺跡 (2007-181)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約3.0× 3.Om 3ヶ 所(西から1区～ 3区 )について、現地表(T.P.+8,8～ 9.Om)
下2.5～ 3.Omま でを調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南東側の

交差点中央 :T.P.+9.Om)で ある。

【地層】盛土・撹乱埋土・小規模な遺構埋土と見られるものを除き、大きく7層に分けられる。 1層

は、礫混砂質シル ト。旧耕作土である。 2層は、礫混砂質シル トで、ブロック状かブロック土を含む部

分が多い。近世の耕作土と考えられる。 3層は、礫混粗粒砂～中粒砂で、 2区で残っていた。下部に上

部より細粒の砂が堆積 していることから、決水による堆積層と考えられる。 4層は、極細粒砂混シル ト

～粘土質シル トで、水田耕作土と考えられる。 5層は、細粒砂～極細粒砂で、洪水による堆積層と見ら

れる。 6層は、砂礫混粘土質シルト。全調査区で厚く堆積している。 2区・ 3区ではブロック状かブロッ

ク土を含むことから、人為的な撹拌により形成されたものと考えられる。 1区では砂礫が混在せず、植

物遺体を含むことから、人為的な撹拌をほとんど被っていない可能性がある。 7層は、砂礫層で、 1区・

3区で確認された。堆積構造は確認できなかったが、湧水の激 しさから河川堆積層と考えられる。

【検出遺構】遺構の検出はなし。断面観察では、 1区 2層上面、 3区 6層中に、遺構埋土と推測され

る地層を確認 した。この内前者は、近世以降の耕作に伴うもの、後者は、小穴や溝の埋土と推定される。

【出土遺物】 1区の 2層下部で土師器 。国産磁器の破片 3点、 1区～ 3区の 6層で弥生土器・古式土
師器・土師器・須恵器の破片、 3区の星層で弥生土器(V様式)。 古式土師器の破片 5点が出土 している。

6層から出土 した土器は、平安時代前期までのもので、出土量は 3区が相対的に多い。 6層から出土 し

た土器のうち、弥生土器・古式土師器は磨耗 しており、奈良 。平安時代のものは残存度の高いものが含

まれ、ほとんど磨耗 していない。このことから、弥生土器・古式土師器は下位層から巻き上げられたも

ので、奈良・平安時代のものは埋まってからほとんど動いていないと推測できる。 7層から出土 した土

1区西壁 2区北壁
_題 臨 1層 暗オリーブ灰色壕混砂質シル ト

匿
2層 仄色～灰貢色EF P砂 質カ レト

E] 3層 緑灰色標混粗狂砂～中粒砂

巨勃 4層 黄反色～灰色拒細粒砂混シルト
～猫上賞シル ト

[] 5層 藍オリーブ灰こ～医色細粒砂～掻HD■ψ
~雷

目 6庶 暗オリーブ灰色砂瞭混お■質シル ト

[∃ 7層 灰色砂球

――□ lt4雛 適格埋とと綾され撫層
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器は、磨耗 しているものが多いことから、砂礫とともに他所から流され

てきたものでと考えられる。出土遺物のうち、 1区の 6層出土の須恵器

杯 2点 (3・ 4)と 製塩土器の台脚 1点 (7)、 2区の 6層出上の土師器皿

1点 (2)、 3区の 6層出上の土師器椀 1点 (1)、 3区の 7層出土の弥生
土器器台 1点(6)・ 古式土師器壺 1点(5)を図化 した。 4は高台内に墨

書が確認できたが、墨書が欠損部分に掛かるため解読は不能である(「丁」

か)。 7は粗製のもので、ユビオサエ・ナデにより成形されている。 6
層出土遺物のうち時期を比定できるものは、 1・ 2が平安時代前期、 3

が奈良時代後半、 7が古墳時代前期後半に比定できる。出土遺物とその

残存状態から、 6層が最終的に形成された時期は、平安時代前期と考え

て大過ない。

(2)ま とめ :今回の遺構確認調査では、同じ調査地内で実施された久

宝寺遺跡2006-174の 調査で確認された地層の堆積と同様の堆積が確認

された。ただ、2006-174の 調査で確認された古代以降の水田耕作土に

相当する地層は、 2区・ 3区では、①砂礫の混じりが多くブロック状な

いしブロック土を含む、② 3区の当該層中に遺構埋土と推定されるもの

が確認された、③出土遺物量が多く残存度の高いものが含まれることか

ら、水田耕作上ではない可能性がある。

参考文献

・広瀬和雄 1994 「Ⅲ -6 大阪府」『 日本土器製塩研究』 速 7

0    (1:4)   10Cm

第32図 出土遺物実測図
2-6 久宝寺寺 内町 (2007-134)の調査
(1)調査概要 :平面規模約30× 3.Om、 面積約90∬ lヶ 所、約 2.0× 1.Om、 面積約 2.0督 lヶ 所の

計 2ヶ 所 (南 から 1区・ 2区 )に ついて、現地表 (T.P.+9,3～ 9,4m)下 0.7～ 2.Omま でを調査 した。使

用した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地中央から北東側約45mの道路上 :T,P.+8.5

m)である。

【地層】 1区の地層は、 5つ に大別される。上位からI層 :既存建物建築時の盛土(2層 )。 既存建物

機能時の撹乱埋土(1層 )、 Ⅱ層 :近代の整地層(3層 )、 Ⅲ層 :近世(17世紀後半以降)の整地層・遺構埋土

(4層～12層 )、 Ⅳ層 :中世後半～近世(17世紀前半以前)の遺構埋土(13層・ 14層 )、 V層 :中世後半以前の

自然堆積層(15層 )である。 I層～Ⅲ層は礫混砂質シル ト(ブ ロック状)を主体とし、Ⅳ層は細粒砂質シル
ト～砂質泥にV層のブロック土が混じり、V層は極細粒砂混粘土質シルトである。Ⅲ層のうち 4層から
は、Ⅲ層中の他の層に比べて遺物が多く出土 している。 4層は、地層断面において窪み状に確認できる

ことから、遺構埋土の可能性が高い。

2区の地層は、 1区のⅡ層・Ⅲ層に相当する整地層・遺構埋土(3層～ 7層・ 10層 )と、背割り排水溝
の埋土(1層 。2層・ 8層・ 9層 )が切り合い重なる堆積を呈 し、その下位には 1区のV層に相当する極
細粒砂混粘土質シル ト(11層 )が堆積する。

【検出遺構】 1区 :Ⅲ層中で 2面 (第 1面・第 2面 )、 V層の上面で 1面 (第 3面)の遺構検出面を調査
した。第 1面では土坑 3基(S K101～ 103)、 第 2面では土坑 2基(S K201・ 202)、 第 3面では土坑 1基

(S K301)・ 溝 1条 (S D301)を 検出した。

S K101・ 102・ 103は、 6層除去面で検出された土坑である。このうち、 S K1021よ筒型に深 く、中は

大量の瓦・陶磁器などで充填されており、上部は炭を主体とする。瓦・陶器には 2次焼成を受けたもの

があり、焼成を受けた土塊(壁土)が含まれていた。 S K103は人頭大と拳大の礫で充填されており、上
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面は平たい。礎石を据えた穴と推定され

る。 S K201・ 202は、12層上面で検出さ

れたものである。 S K202は方形の掘方

で底部に木枠が残存していた。地下式坑

と推定される。Ⅲ層中で検出した遺構の

帰属時期は、第 1面検出遺構が18世紀後

半、第 2面検出遺構が17世紀後半～18世

紀前半に比定される。 S K3011よ 14層下

面で、 S D3011よ 15層上面で検出した遺

構である。帰属時期は、 S K301が 16世

紀末～17世紀前半、 S D301が 中世後半

(15～ 16世紀代)に比定できる。

2区 :地層断面において、 3時期の背割

り排水溝(下位から背割 り排水溝 |～背

割 り排水溝Ⅲ)を確認 したほか、背割 り

排水溝 |の底に敷かれていた板を検出し

た。また調査区西側の溝の底に当たる部

分では、板に沿って拳大の礫が敷かれて

いるのを確認 した。上層の機械掘削時に

は、調査区東側で人頭大以上の礫を数個

検出した。これらの礫は、密に並んでい

ないこと、礫の向きが不定であることか

ら、護岸の石列ではないと判断し、これ

を除去 した。これらの礫は、調査区西端

では検出されなかったことや、東壁地層

断面の観察から、背割り排水溝 |を埋め

立てる時に投げ入れたものと考えられる。

背割り排水溝 Iの帰属時期は、18世紀前

半に比定できる。

90m

【出土遺物(図版 8・ 9)】 1区のⅢ層

中の整地層 。遺構埋土からは、土師器・

須恵器 。国産陶磁器・瓦(桟瓦を含む)が

出土 した。 このうち、 S K101出土の 3   1
点(1～ 3)、 S K102出 上の11点(4～ 14)、   :
S K202出 土の 3点 (15～ 17)、 4層 出土   :
の 6点 (21～ 261を図版に掲載 した。 1区
Ⅳ層中の遺構埋土からは、 S K301か ら

司区

第 2面

⑦
S K201

0  (1引 oo) 2m

―
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丹波系鉢 1点 (18)、 S D301埋土から土師器 1点 (191、 13層から瀬戸美濃 1点 (271が出土した。

2区の背割り排水溝 Iの埋土から、土師器 。国産陶磁器・瓦の破片が少量出土した。19は土師器皿。

15～ 16世紀のへそ皿である。12・ 20は土師器抱烙。12は口縁部が直線的に内傾する。20は 口縁部外面に

断面三角形の貼付け突帯を持つ。奈良盆地中 。南部を中心に分布する。 809。 10・ 11は堺産の悟鉢。
悟目・胎土などから、 8と 9、 10と 11が同一個体と見られる。いずれも、内底面に 5～ 9条 1帯の円弧

状の悟目が 2～ 3帯見られる。27は瀬戸美濃丸皿。16世紀後半のものと見られる。18は丹波大平鉢。体

部と口縁部の境が屈曲するもので、16世紀末～17世紀前半の所産である。26は丹波悟鉢。括目は 6条 1
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帯で、内底面には外周に 1帯、その中に 1帯が確認される。 1・ 25は肥前系陶器碗。 1は畳付以外が全

面施釉されている。25は高台が露胎で、高台脇の胴部下半に回転ケズリを施す。 2・ 3は肥前系陶器皿。

2は、見込みは蛇の目釉剥ぎ、高台内は露胎である。 6は肥前系陶器鉢。刷毛目による波状文が描かれ

ている。15。 16・ 21～23は肥前系磁器碗。15は蛇の目釉剥ぎの見込みに退化 した五弁花文と見られる文

様が描かれている。 16～ 23は草花文が外面に描かれている。 5・ 7は肥前系磁器皿。 5は内外面に草花

文が描かれ、高台内銘款が見られる。焼継の痕が認められる。 7は青磁である。口縁部がくの字に屈曲

し、三足を伴うもので、一足が残存する。見込みには芭蕉文が見られる。 4は中国産磁器碗。17は関西

系(京焼系)陶器筒型碗。24は関西系(京焼系)陶器碗。 13・ 14は軒丸瓦。瓦当文様はともに左巻きの巴文

で、珠文の数が異なる(13が16個、14が 15個 )。

各遺構埋土・地層の出土遺物が示す下限時期は、 S K101が 18世紀、 S K102が 18世紀後半、 S K202

が17世紀末～18世紀前半、 S K301が 16世紀末～17世紀前半、 S D301が 15～ 16世紀、背割り排水溝 |が

17世紀末～18世紀前半、 4層が18世紀末～19世紀初頭、13層が16世紀後半である。

(2)ま とめ :今回の発掘調査では、久宝寺寺内町成立以降のものを主体とする遺構 。遺物を検出した。

(財)八尾市文化財調査研究会により実施された第 1次調査地(今回の調査地の北東約100m)で確認された

天正 5(1577)年の「石山合戦」時と考えられている焼土層は、今回の調査地では確認できなかった。第

3面で検出した S D3011よ 、出土遺物から中世後半の遺構である可能性がある。近世遺構の中で、18世

紀後半に比定できるS K102は、 2次焼成を受けたものを含む大量の瓦・ 陶磁器、焼成を受けた土塊(壁

土 )、 炭で充填されており、火災時の廃棄物を投棄 して埋めたものと考えられる。調査地周辺において

は、江戸時代に「中町焼け」と呼ばれる大規模な火災があったことが知 られており、 S K102の出土遺

物が「中町焼け」に伴い廃棄されたものとは断定できないが、その可能性はある。

2-7 小阪合遺跡 (2007-125)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25だの 3ヶ 所(北から1～ 3区 )について、現地表(T,P.

+8.7～ 8.9m前後)下2.0～ 2.8mま でを調査した。使用した標高は、西200mの小阪合第41次調査地(K S20

07-41)内のポイントである。

【地層】現地表下1.3m前後までは盛上である。各調査区で 1～ 3層は青灰色系の砂礫が混じる粘土

質シルト、 4～ 6層は褐色系の砂礫が混じる粘土質シルト、 7層灰色極細砂混砂質シルト、 8層灰色粗

砂である。 1～ 3層は、近世以降近年までの作土・床土等、 4～ 6層は中世頃の地層、 7・ 8層はそれ

以前の河川埋土である。 2・ 3区では4～ 6層上面を構築面とする遺構を検出した。

【検出遺構・出土遺物】 2区では溝状遺構を検出した。溝は複雑に切りあっており、概ね東西方向の

もの 1条(SDl)、 南東―北西のもの 2条(SD2・ 3)が見られる。埋土は①淡青灰色礫粘土質である。

1区南壁 3区南壁

70m 2~  4

２
　
②

2と峯≡≧≡窒姿多峯≡≡婁≡室
1

― 攘磯 飴 轄 一
||||ア 111

SD5~・
‐4・・・・・・

0  (1:loo) 2m

―
第34図 平・ 断面図
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いずれも農事用のものであろう。 6層上面には、部分的に 4・ 5層がブロックで含まれており、溝掘削
時の巻上げの可能性がある。

3区では、落込み lヶ 所(S01)を検出した。西から東へ向かって下がる。調査区北東隅ではさらに
急角度で落ちるようである。埋土は②青灰～緑灰色粘土質シル ト・③緑灰色礫混粘土質シル トで、北東

隅で鎌倉時代前期の瓦器椀片が出土 した。

(2)ま とめ :調査区北～北西の近距離に位置する小阪合21・ 22次 。40次・ 41次調査では、鎌倉～室町

時代の生活面が検出されており、当地でも中世の生活面が連続 している事が明らかになった。

2-8 成法寺遺跡 (2007-137)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約 2.0× 2.Om、 面積

約4.0∬ 2ヶ 所(北から 1・ 2区)について、現地

表(T.P.+9.2～ 9.3m)下20m前後までを調査 し
た。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図

記載の標高値(調査地北西部の道路上 :T,P.+9.

3m)である。

【地層】現地表下0.5mま では、現代の整地

に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表下2.Om

前後までの約15mの間において 3層の地層を
確認 した。 1層 は2.5Y4/2暗灰黄色細粒砂混粘
土。 2層 は25Y5/4黄褐色細粒シル ト混粘上で、

0 (1:loo)2m

―第35図 平・断面図

＼
ナ ポ = /8

O          (1:4)         20cm

1区北壁              2区 北壁

聖 i 。 |―   ゝo / ―
K201

1区
2層上面

S K201

2区
2層上面

上面は土壌化している。鎌倉時代の遺構を検出した。 3層は5Y7/8黄色細粒砂混粗粒シル トの河川堆積

である。

【検出遺構 。出土遺物】 1区のほぼ中央で溝 1条 (S D101)検出した。 S D101は南北方向に伸びる。

幅約 1,Om、 深さ約0.3mを測る。埋土は5Y5/1灰色細粒砂混粘土で、鎌倉時代の土師器および瓦器の破

片が出土 した。この内掲載 したものは 1～ 7である。 1・ 2は土師器小皿。 1の 口縁端部は尖りぎみに
丸 く終わる。内外面はナデを施す。 2の 口縁端部は内側に肥厚する。内外面はナデを施す。 3は土師器
の羽釜で、鍔が水平に伸びる。内外面はヨコナデを施す。鍔部下位には煤が付着 している。 4は瓦器椀

である。口縁端部は丸く終わる。内面は横方向のヘラミガキ、外面はナデを施す。器壁が厚 く、内面の

ヘラミガキは丁寧に施していることから、12世紀代に比定できる。 5は瓦器椀である。口縁端部は丸く

終わる。内面は横方向のヘラミガキ、外面はナデを施す。器高は浅く、器壁は薄い。また、内面のヘラ

ミガキは雑に施していることから、13世紀後半頃に比定できる。 6は瓦器椀で、断面逆台形の高台が貼

り付く。体部内面はヘラミガキと思われるが表部磨耗のため不明瞭である。体部外面および高台部はナ

悩
３

蘭     「

~~T豆

〃 1    -1   /2

~6  ~l  y7

第36図 出土遺物実測図
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デを施す。12世紀代に比定できる。 7は瓦器小皿である。日縁端部は丸 く終わる。内外面はナデを施す。

2区の東部では、土坑 1基 (S K201)を検出 した。 S K201は遺構の東側が調査区外にいたるため規模

は不明である。埋土は7.5YR5/2灰褐色細粒砂混粘土で、鎌倉時代の土師器および瓦器の破片が出土 し

た。 この内掲載 したものは 8で ある。 8は瓦器椀である。内面は横方向のヘラミガキ、外面はナデを施
す。13世紀後半頃に比定できる。

(2)ま とめ :今回の調査では、鎌倉時代の遺構を検出した。南側の調査地 (成法寺遺跡第 13・ 15次調査 )

でも同時代の遺構を検出しており、居住域 は北側へ広がっていることが明 らかになった。

参考文献

・西村公助 2006「 Π 成法寺遺跡(第 15次調査涸『(財 )八尾市文化財調査研究会報告90』 (財)八尾市文化財調査研究会

2-9 成 法寺遺跡 (2007-202)の 調 査
(1)調 査概要 :3.0× 3.Om、 面積約9,0だ 2ヶ 所(西から 1・ 2区 )、 2.5× 2.5m面積約6.25∬ 2ヶ 所(南か

ら 3・ 4区 )、 合計 4ヶ 所30.5ポについて、現地表(T,P.+9.lm前後)下2.Om前後までを調査した。使用し

た標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南西100m:T.P.+9.3m)で ある。

【地層】現地表下0.2～ 0.5m前後までは、現代の整地に伴う客土・盛土(0層 )。 以下現地表下 2m前

後までの1.5m間 において 4つ の調査区で11層 の基本的な地層を確認 した。 2区では、盛土直下に版築
状に突き固められた整地層(20層 )が見 られた。また、 2・ 3区では遺構面である 4層 にまで及ぶ近現代

の配管や近世のゴミ穴など(⑤～③)が見られ、 1・ 4区での層序が比較的安定 していた。盛土以下の 1・

2層 は近世以降の地層で、層中に土師器・ 陶磁器・瓦等の極小片を極少量含んでいる。 3層は中世以降

の地層で、層中に瓦器椀片を含む。 4層が遺構検出面で、上面の標高は8.2m前後であるが、 2・ 3区
では不明瞭な点が多い。 5層 は河川埋土で、各調査区で見られたが、 2区では 4・ 5層間に21～ 23層が

互層状に見られた。 4区では 3・ 4層に対応する41・ 42層はブロック層で、埋め立てによる整地がなさ

れているものと考えられる。

【検出遺構 。出土遺物】 1区 :落込み lヶ 所(S011)を検出した。検出幅 1.7m、 深さ0。 7mを測り、

南北に伸びる。東端でわずかに立ち上がることから、溝の可能性があり、幅は 3m程度に復元できる。
埋土は①～④で、堆積状況から、一時期空堀であったことがわかる。なお、ここでは砂脈が見られたが、

1区北壁 4区北壁
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2 茶褐色砂資シル ト・灰褐色極細粒砂～礫のプロック
3 茶～灰褐色極細粒砂
4 黄褐色極細粒砂
5 黄褐～灰色極細粒～粗粒砂の互層
20 整地層
21 灰色細粒砂
22 灰色粘土質シル ト
23 青灰色粘土資シル ト
41 茶褐色極細粒砂に灰色粘土資シル トの細かいプロック
42 青灰・灰色・黄褐色粘土質シル トの粗いブロック
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第37図 平・断面図
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第38図 出土遺物実測図

永正 7(1510)年 あるいは安政元(1858)年 の大地震によるものと推察される。内部からは、14世紀頃の土

師器小皿(1)。 瓦器椀 。いわゆる奈良火鉢(2)・ 瓦質土器甕(3)な どが出土 している。

2区 :小穴 3個 (S K22・ 23・ 26)、 溝 2条(S D21・ 2動、落込み lヶ 所(S025)を検出した。埋土はS

D21e s K22・ 23が灰褐色粘土質シル ト、 S D24が灰色シル ト質粘土、 S025が⑥である。 S K26は粗

砂～礫で充填されており、内部から15世紀頃の上師器皿(4・ 5)が出土 している。 S025か らは、平瓦

6が出土している。

3区 :小穴 4個(S K33～ 35)、 溝 2条(S D31・ 32)を検出した。埋土はS D31が灰褐色粘土質シル ト、

S D32が粗砂に灰褐色粘土質シル トのブロック、 S K33～35が灰色粘土質シル トで底には礫が敷かれて

いた。小穴は東西に一線に並んでいる。 S K33か らは17世紀以降の土師器小皿(7・ 8)の ほか、不明銅
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銭 6枚が癒着した状態で出土 している(10)。 S K35か らは 3枚ずつ癒着 した状態の「寛永通宝」が 2組出

土 している(11・ 12)。 S K33と ともに近世の地鎮遺構であろう。 S K33出 上の銅銭10に は、中央部に?

紐(藁か?)の痕跡、側面には布の痕跡があり、数枚束ねて布で包んで埋められていたことが推測できる。

4区 :土坑 1基 (S K41)を検出した。一辺1.6mの正方形の土坑で、深さは0.6mを測る。直線的に掘

り込まれ、底はおおむね平坦であるが、北西部ににぶい段を持つ。埋上が⑩・① o③からなり、深みに

③が溜まる。内部からは近世の陶磁器・瓦等が出土しており、遺構ベースである41042層からは15世紀

末～16世紀初頭にまで下る瓦質土器甕(9)の ほか、古墳時代後期にまで遡る須恵器杯身などが極少量出

土 している。

(2)ま とめ :今回の調査では、中近世の遺構。遺物を検出した。 1区の S011は区画溝の可能性があ
る。そこより東の 2区では室町時代の、 3区では江戸時代の地鎮遺構を検出したことから、 1区のSO
llを境に、西に居住域、東に宗教的な施設が存在 した可能性が高い。

2-10 成 法寺遺跡 (2007-268)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25だ 2ヶ 所(西から 1・ 2区 )について、現地表(T.P.十

10.Om前後)下2.Om前後までを調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査

地西部を南北に伸びる市道 (調査地北西部に位置するT字路)の中央 :T.P,+8.9m)で ある。

【地層】現地表下0.6～ 1.4m前後までは、現代の整地に伴う客土・盛土、及び攪乱(0層 )で ある。以

下現地表下2.Om前後までの0.6～ 1.4m間において 4層の基本層序を確認 した。 1層は暗灰色粗粒砂～細

礫混粘土質シルト～シル ト。グライ化の顕著な旧水田耕作土である。 2層 は灰色～灰褐色粗粒砂～細礫

混粘土質シル ト～極細粒砂。水田耕作土である。 3層 は灰色～黄褐色粘土質シル ト～極粗粒砂。下方に

向かうにつれて粗粒化の傾向を強める河川堆積層である。 4層は暗青灰色 シル ト質粘土～粘土質シル ト。

グライ化の顕者な湿地性堆積層である。

【検出遺構 。出土遺物】 2区において、

は 3層砂礫水成層を構築基盤層とするが、

能性が高い。規模は、長さ2.5m以上、幅

0.8m前後、深さ0。 15mを測る。埋土は黄

灰色～暗灰黄色粗粒砂～細礫混粘土質シル

ト～シル トのブロック土(2～ 3 cm大 )であ

る。埋土には土師器や瓦器、瓦の細片がそ

れぞれ少量混在 していた。中世頃に廃絶 し

た溝と推測される。

(2)ま とめ :今回の調査では、 2区にお
いて、中世頃の溝(S D101)を 1条検出し

た。溝は南北方向に直線的に伸びており、

何らかの規格性を有していた可能性が考え

られる。周辺は、発掘調査の希薄な地域で

あるが、今後調査が行われる際には、当該

期の遺構に注意されたい。

第39図 平・ 断面図

2-11 成 法寺遺跡 (2007-343)の調査
(1)調査概要 :平面規模約3.0× 3.Om、 面積約9.0∬ 3ヶ 所(西から1～ 3区)について、現地表(T.P.+
9.5m前後)下 2.7m前後までを調査 した。使用 した標高は、工事図面記載の標高値(調査地南西角の歩道

上 :T.P.+9.05m)で ある。

【地層・検出遺構】 1区 :0層 は盛土・攪舌L。 1層は旧耕土。 2・ 3層は撹拌された作土層で、時期

南北に直線的に伸びる溝を 1条(S D101)検出した。 S D101

2層水田耕作土の影響で、本来の構築面は破壊されている可

1区北壁 2区北壁

0  (1■ oo) 2m

―
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板状木製品

O (1封 oo)2m

―1区
1 2 5GY3/1暗 オリーブ灰色細粒砂～極粗粒砂混シルト質粘土 :旧耕土
2 5G4/1暗緑灰包極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土
3 10G4/1暗 緑灰色粘土～細粒砂
4 2 5GY5/1オ リープ灰色シルト～極細粒砂
5 5G4/1暗緑灰色シルト～粘土互層 上部撹拌
6 2 5GY5/1オ リーブ灰色粘土
7 10YR6/3に ぶい責橙色極細粒砂～細粒砂シルト質粘土 Fe斑多
8 2 5GY7/1明 オリーブ灰色シルト～極細粒砂互層
9 25Y5/2暗灰黄色粘土混細粒砂～粗粒砂 10層 ブロック
10 10Y7/1灰 白色細粒砂～細礫

2区
1～ 5=1区 と同じ
6 10YR6/1褐 灰色細粒砂～～極粗粒砂多混シルト
7 5GY5/1オ リープ灰色細粒砂～中粒砂混シルト質粘土 ブロック状
8 7 5GY5/1緑 灰色細粒砂～中粒砂ブロック混粘土
9 2 5GY4/1暗 オリーブ灰色細粒砂混シルト質粘土
10 25Y4/3オ リーブ掲色粘土 細かい植物遺体含む
11 5GY6/1オ リーブ灰色シルト

A1 25Y6/1黄灰色細粒砂～粗粒砂多混粘上質シルト Fe斑多
A2 2 5GY4/1暗オリープ灰色粘土
A3 5Y6/2灰オリーブ色シルト～細粒砂

3区
1～ 3=1区 と同じ
4 25Y5/4黄褐色シルト～粗粒砂
5 10YR5/3に ぶい黄褐色細粒砂～粗粒砂
6 10YR6/3に ぶい黄橙色極細粒砂～細粒砂混ンルト質粘土 Fe斑多
7 25Y5/1黄灰色極細粒砂混粘土 Fe斑少
8 10Y5/1灰色極細粒砂混粘土
9 75Y5/1灰色粘土混細粒砂～中粒砂
10 75Y5/1灰色粘土
B 75Y5/1灰 包細粒砂～粗粒砂混シルト質粘土

第40図  平 。断面図

は近世頃と思われる。 4層はシル ト～極細粒砂の水成層で、一時的な冠水が窺える。 5・ 6層 も水成層
で、 5層下部にはラミナが認められるが、上部は撹拌され上面には暗み込みと考えられる窪みが見 られ

ることから作土化 していると思われる。 7層は境拌が著 しく斑鉄を多く含む層相で作土であろう。 5・
7層は古代～中世頃に比定されよう。 8層は水成層。 9層は10層 の砂粒と褐色粘土のブロック層で、性

格は不明。10層の砂礫層は河川堆積層である。

2区 :0～ 5層は 1区と同様。 6層は砂粒を多 く含むシル ト層で、上面から切り込む遺構(A)を北壁
断面で確認 した。遺構Aは調査区西半を占めると思われる。埋土中からは土師器・瓦器の細片が少量出
土 しており、時期は古代末～中世に比定される。 7・ 8層 は共にブロック状を呈する層相で、人為的に

盛られたものか。 9～ 11層 は南壁で確認 した。 9。 10層 は自然堆積層で、層相から見て溝埋上の可能性
が高い。 9層中では85× 25cmを測る長方形の板状木製品を検出した。遺構構築面については、溝上部に

7層相当層が見られることから、 8層あるいは 7層上面が考えられる。11層 は水成層であろう。

3区 :0～ 3層は 1・ 2区と同様。 1・ 2区 4層は見られず、 3層作土中に撹拌されているのであろう。
3層中には土師器・瓦器・ 陶器の細片が含まれている。 4層は撹拌され作土の可能性がある。上面から

切り込むピット状の遺構(B)が北壁に見られる。 5層は水成層。 6・ 7層 は層相から見て作土と思われ、
1区 7層に相当する。 8～ 10層 は水成層。
【出土遺構】溝埋土である可能性が高い 2区 9層から板状木製品(1)が出土 した。 1は平面長方形を
呈 し、長さ85,lcII。 最大幅25。 2cm。 厚さ3.2cmを測る。片面は平滑で、もう片面はかなり荒れており、平

滑な面の片側縁には長さ約20c14の楕円形の奪1り 込みを 2箇所に施 している。

(2)ま とめ :調査地全域は、近世以降は生産域で、以下には古代～中世頃と考えられる作土層や遺
構がみられる。 2区では板状木製品を包含する溝埋土と考えられる地層(9・ 10層 )を確認 した。西側の
成法寺遺跡第 1次調査地では古墳時代初頭の方形周溝墓群が検出されているが、埋土やレベル的にもこ

れらの周溝と近似するもので、関連する遺構である可能性が高い。また 7・ 8層や、 1区 9層のブロッ

ク状の地層についても注意が必要で、周溝墓の墳丘盛土の可能性が考えられる。
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第41図 出土遺物実測図

2-12 東郷遺跡 (2007-49)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約2.0× 2.Om、 面積約4.0ポ lヶ 所、約3.0× 4.Om、 面積約 12.0∬ lヶ 所の計 2

ヶ所(北から 1・ 2区)について、現地表(T.P,+8.4～ 8.5m)下 1.7～2.4m前後までを調査 した。使用した標

高は、調査地の南東約0.4kmで実施 した東郷遺跡第68次調査地内標高値(T,P.+8.4m)で ある。

【地層】現代の盛土を含め 9層の地層を確認 した。現代の盛土層(0層 )の下位には、現代ガラス片を

含む旧耕作土(1層 )と それ以前の耕作土(2層 )が堆積する。その下位には層厚50～60cmの土師器・須恵

器の破片を含む整地層と見 られる地層(3～ 5層 )が堆積する。この整地層は、周辺の調査地でも確認さ

れている。整地層の下位には、河川堆積層と見られる地層(6層～ 8層)が堆積する。

【検出遺構】 2区では 2層を除去 した整地層(3層 )上面(第 1面と呼称)で、溝 1条(S D101)・ 2層を

耕作土とする耕作に伴い形成された鋤の痕跡 6個を検出した。また、整地層(5層 )を除去した 6層上面

(第 2面と呼称)で土坑 2基(S K201・ 202)・ 溝 1条 (S D201)・ 落込み lヶ 所(S0201)を検出した。

S D101は、埋土からの出土遺物に乏 しく、明確な帰属時期は不明であるが、層位から中世ないし近

世の遺構と推測される。第 2面で検出した遺構は、遺構の切り合い 。埋土分類・層位から、 S K201・

202が最も新しく、 S D201が その次に新 しく、 S0201が最も古いと考えられる。最も新しいS K202の

帰属時期は、出土遺物から、平安時代に比定できる。
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60m

1区北壁 2区北壁

2区第 2面
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―

黄灰色礫混砂質シル ト

灰オ リーブ色礫混砂質シル ト

暗灰黄色礫混砂質シル ト(土師器・須恵器片を多 く含む)

黄灰色礫混砂質シル ト(土師器・須恵器片を多く含む )

黄灰色少量礫混砂質シル ト(土師器・須恵器片を含む)

黄灰色シル ト質細粒砂～極細粒砂

にぶい褐色砂礫

暗灰黄色細粒砂～極細粒砂～灰色砂質泥～

にぶい褐色細礫～中粒砂の薄層の互層

S D101埋土 晴灰黄色礫混砂資シル ト
S D201埋± 5層 下部と同じ
S0201   黄灰色砂質シル ト

02層 を耕作土とする耕作に伴 う鋤痕

第42図 平 。断面図

0    (1:4)   10Cm

第43図 出土遺物実測図

一方 1区では、 3層上面で精査を行ったが遺構は検出できなかった。北壁断面において 5層が窪む部

分を確認 したことから、 6層上面で遺構が検出される可能性がある。

【出土遺物】第 1面で検出した S D101、 第 2面で検出したS K201・ 202・ S D201・ S0201の埋土、

及び 2層～ 5層から、土師器 。須恵器の破片が出土 した。 3層 。4層 には細片で多く含まれている。出

土遺物のうちS K202埋土出上の土師器 1点 (1)と S D201埋土出土の須恵器 1点(2)を 図化 した。 1は、

杯。表面の磨耗が著 しいが、口縁部外面に横ナデ、体部外面に指オサエの痕跡がわずかに残る。平安時

代に比定できる。 2は、横瓶の口縁部と見られる。外反する口縁部に内傾する端面を持つ。日縁端部外

面に強い横ナデによる段が見られ、内面は肥厚 している。わずかに残る肩部外面にタタキロ、内面にナ

デが見られる。内傾する国縁端部の特徴から、 7世紀中葉(飛鳥Ⅱ)の ものか。

(2)ま とめ :今回の遺構確認調査では、中世ないし近世の溝、古墳時代中期以降平安時代以前の土坑・

溝 。落込みを検出した。また、周辺の調査地で確認されている整地層を確認 した。府道を挟む西側で

(財)八尾市文化財調査研究会が実施 した第60次調査の担当者によると、第60次調査で確認された整地層

とは層相が異なり、調査地南東部で検出されて中世の大溝の埋土と類似するとのことで、この大溝を挟

み、東西で異なる整地が行われた可能性がある。

参考文献

・樋□ 薫 2004「23東郷遺跡第60次調査(T G 2003 6①」『平成15年度(財 )八尾市文化財調査研究会事業報告』(財)八尾市
文化財調査研究会

2-13.東郷遺跡 (2007-20動の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 25m、 面積約6.25だ 3ヶ 所(西から1～ 3区 )について、現地表(T.P.+7.

7m)下 18m前後までを調査した。使用した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南西側
の道路交差点中央 :T.P.+7.5m)で ある。

【地層】現地表下1.8m前後までにおいて 5層の地層を確認した。 0層は盛土。 1層 はN3/0灰色細粒

砂混粘上の旧耕作土。 2層 は7.5YR4/2褐灰色細粒砂混粘土。 3-1は 5Y5/1灰色細粒砂～細粒シルトで

平安時代～鎌倉時代の遺物が出土した。 3 2層はN5/0灰色粘土で、上面は撹拌を受け土壌化している。

平安時代～鎌倉時代の耕作土と思われる。 4層は10YR4/6褐色細粒～粗粒砂で、上面は土壌化してい
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第44図 平・断面図

る。古墳時代初頭～後期の遺構を検出した。

【検出遺構】 1区 I S K101は北西部で検出した。遺構の北西側が調査区外に至るため平面形状及び

断面形状は不明である。検出した東西幅は1.Om、 南北幅は1.2mで、深さ0.2mを測る。埋土は10YR4/

6褐色細粒砂混粘土で、古墳時代後期の遺物が出土した。

2区 i S K201は北西部で検出した。遺構の北西側が調査区外に至るため平面形状及び断面形状は不

明である。検出した東西幅は1.8m、 南北幅は1.lmで、深さ0.4mを測る。埋土は7.5YR3/4暗 褐色細粒

７０ｍ
一

３． ２

６０ｍ
二

鱒

O       l   ____

砂混粘土で古墳時代初頭～後期の遺物が出土した。

3区 i S K3011よ 北部で検出した。遺構の北側が調査区外に至る

ため平面形状及び断面形状は不明である。検出した東西幅は1.lm、

南北幅は0.8mで、深さは0.3mを測る。埋土は10YR5/8黄褐色細粒

砂混粘土で弥生時代後期末～古墳時代初頭の遺物が出土 した。この

うち掲載 したものは、V様式系の甕(1)である。 1は平底で、外面
にはタタキを、内面にはナデを施す。

(2)ま とめ :今回の調査では古墳時代初頭と後期の遺構を検出した。古墳時代初頭の遺構は北東約50

m付近の研究会第36次調査で検出しており(荒川2007)、 古墳時代後期の遺構は南西約50m付近の研究会

第54次調査で検出している(樋口2000)こ とから、同時期の集落が一帯に広がっていることが判明した。

参考文献

・荒川和哉 2007「 H 東郷遺跡第36次調査(T G91-36)J『 (財 )八尾市文化財調査研究会報告97』 (財 )八尾市文化財調査研究会

・樋回 薫 2000「Ⅶ 東郷遺跡第54次調査(T G97-54)」『(財)八尾市文化財調査研究会報告66』 (財 )八尾市文化財調査研究会

2-14 西郡廃寺 (2007-441の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.0× 2.Om、 面積約8.0

どの 2ヶ 所(1・ 2区と呼称)について、現地表(T,P. 50m
+5.5m)下 1.Om前後までを調査した。使用した標高

は、調査地から約150m南方の仮ベンチマーク (T,

P.+5,194m)で ある。

【地層】現地表下0,3～ 0.4m前後までは盛土、 2区では盛土以下に1950年代までの作土(1層 )がわず

かに遺存 しており、両地区で厚さ0.1～ 0.2m程度の床土(2層 )に至る。 2区では、近世の国産磁器・瓦器

の小片がわずかに出土 した。次いで、 2区には粗粒砂～礫が見られる(3層 )。 4層は青灰色粗粒砂混砂

ゴ 1

O    (1:4)  10Cm

第45図 出土遺物実測図

2区  4層 上面

第46図 断面図(S=1/100)
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質シル トで層厚 0。 1～ 0.2m前後、作土である。 5層は茶褐色砂質 シル トで層厚0,1～ 0.2m、 土師器等の

小破片が出土 した。 6層は茶褐色粗粒砂混砂質シル トで層厚0,1～ 0.2m、 土師器・瓦器・瓦等の小破片
が少量出土 した。 年層は茶褐色粗粒砂～礫で層厚0,1～ 0.2m、 土師器 。瓦器・須恵器等の小破片が数点

出土した。 8層 は褐色極細粒砂で層厚0.lm以上を確認 した。

【検出遺構 。出土遺物】なし。

(2)ま とめ :当調査地の北隣の調査地(西郡廃寺 4次調査)では、T.P.+4.8m前 後で近世、T,P,+4,Om

前後で平安時代から鎌倉時代、T.P.+3.8m前 後で古墳時代の遺構を検出している。今回の調査結果を

あてはめると、 2～ 4層が近世、 5層以下が中世に相当するものと考えられ、西郡廃寺に関連する遺構・

遺物は確認できなかった。

2‐ 15 西郡廃寺 (2007-1841の 調査
(1)調査概要 :平面規模 2.5× 2.5m、 面積約

6.25ポ 2ヶ 所(北から102区 )について、現地
表(T,P,+5,Om)下 2.5m前後までを調査 した。な

お、地下水位が現地表下約2.Om前後でみられ、

2.Om以下については上部調査終了後、重機で

確認した。使用 した標高は、下水道工事18-1工

区のKBM(T.P.+5,167m)である。

50m     西壁     1区

+   1   1

聖川
:蚕≡〒―

50m

【地層】 1区 :1層は盛土。 2層 は旧耕作土   聖

で、硬 くしまっていた。南側の21層はやわら

かい土質である。 3層 は褐色砂礫混じリシル ト

で、土師器・瓦の細片が少量含まれている。 4
第47図 断面図(S=1/100)

層は淡灰茶色細砂で、現地表下2.5m以上の堆積がある。砂層は南東方向にゆるやかに傾斜するラミナ

がみられた。

2区 :1層は盛土。 2層は旧耕作土で、北区の2-1層と同一層と考えられる。 3層 は暗青灰色粘質シ
ル ト。 4層 は青灰褐色シル ト。 5層 は灰褐色微砂混シル ト。 6層は茶灰色～淡青灰色微砂。 7層 は褐灰

色細砂。 8層は茶褐色砂礫混細砂。 9層は暗灰褐色粘質土。10層 は乳灰色細砂である。 6～ 10層 は河川

又は洪水層の堆積と考えられる。

【検出遺構・出土遺物】 1区で西郡廃寺関連の遺構面を確認 したが、遺構は確認できなかった。遺物

は、 1区の第 3層内から土師器・瓦等の細片が少量出上した。

(2)ま とめ :今回の調査地は、西郡廃寺の推定地とされている天神社の南側に位置する。北側の道路

工事(研究会N K T2006-2調査)で は西郡廃寺及び平安時代後期頃の遺構 。遺物が検出されており、今回

の調査地にも西郡廃寺の地層が広がっていると思われたが、 2区では水田遺構と考えられる耕作土がみ

られた。 1区では当該期の遺構面と生産域との境目が確認され、西郡廃寺は南側への広がりが見られな

かった。後世で生産域と変貌 したかは不透明である。

下層部では河川又は決水層と思われる砂層が厚 く堆積 しており、調査地東部の住宅建設に伴う調査

(K F88-6調査)で検出した弥生時代後期の地層は確認できなかった。

2-16 西郡廃寺 (2007-334)の 調査
(1)調査概要 :平面規模約3.0× 3.Om、 面積約9.0∬ 2ヶ 所(北から1・ 2区)について、現地表(T,P,+5。

2m前後)下2.5m前後までを調査した。使用した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地西

部を南南西―北北東に伸びる主要地方道八尾枚方線の中央 :T,P,+4.9m)で ある。

一
腔
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【地層】現地表下0.9m前後までは、

現代の整地に伴う客土・盛土、及び攪

乱(0層)である。以下現地表下2.5m前

後までの1.6m間 において 6層の基本

層序を確認 した。 1層は暗灰色粗粒砂

～細礫混粘土質シル ト。旧水田耕作土

である。 2層は暗オリーブ灰色粗粒砂

～細礫混粘土質シルト～シル ト。グラ

イ化の顕者な水田耕作土である。瓦器

細片が混在していた。 3層 はオリーブ

灰色粗粒砂～細礫混粘土質シル ト～シ

ル ト、 4層は青灰色～オリーブ灰色粗

粒砂～細礫混粘土質シル ト～極細粒砂

である。両層ともに攪拌の顕者な水田
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第49図  2区 4層内出土遺物実測図

1区北壁

0  (1:loo) 2m

―
第48図 平 。断面図

耕作上である。この内 4層には、土師器や須恵器、瓦器、白磁、瓦片が混在していた。 5層 は暗灰色～

灰色粗粒砂～細礫混粘土質シル ト～シル ト。下位に堆積する 6層の土壌化部分に相当する。 2区で確認

した。 6層 は黄灰色～灰色シル ト～細礫。ラミナ構造の顕著な河川堆積層である。
【検出遺構】 2区において、ほぼ南北に伸びる溝を 1条(SDl)検出した。検出規模は長さ 2m以上、
幅約1.2mである。断面形状は、皿状を呈 し、深さ約0.2mを測る。埋土は灰色～灰白色粘土質シル ト～

極細粒砂で、一部ラミナ構造も観察できた。出土遺物はなし。なお、ここでは溝としたが、 6層河川堆

積層が形成される最終段階の小さい流路であった可能性も否定できない。

【出土遺物】 4層内からはコンテナ 1箱分の遺物が出土 した。この内図化できたのは 8点(1～ 8)で

ある。 1は土師器小皿。口縁端部は小さく外反した後、内側に丸 く肥厚する個体である。外面調整は横
ナデ(1単位)である。 2・ 3は瓦器椀。いずれも、外面は指頭成形後、日縁端部付近に横ナデを行う個

体で、内面には横位 ミガキが見える。13世紀代に帰属する可能性が考えられる。 4は 回縁端部に小さな

玉縁を形成する白磁碗細片である。 5は軒丸瓦の瓦当細片。花弁は若干窪み、弁端は丸い。子葉は凸線

で表現される。問弁は楔形を成す。外区には半球を呈する珠文を配置する。内区と外区の境界には 1条

の凸線が巡る。瓦当裏面には、丸瓦との接合に伴う補強の痕跡も認められる。白鳳～奈良時代の所産で

―
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ある。 6は丸瓦。内面には糸切り痕と布目痕が見える。側面～内面側縁には縦位ケズリ(C-1手法)が施

される。 7・ 8は平瓦。この内 7には内面に布目、外面に縄ロタタキの痕跡が見える。 8は広端面付近

の細片の可能性が考えられる。内面には布目のほか、指頭圧痕を確認した。外面は縄ロタタキを施した

後、横位ナデを行う。この内、内面の指頭圧痕と外面の横位ナデは連動して形成されたものと推測され

る。広端面は縦位ケズリである。

(2)ま とめ :今回の調査地は、古代寺院である西郡廃寺推定地(西郡天神社)の西に隣接する。したがっ

て、これに関連する遺構の検出が期待されたが、結果は上記の通りであった。ただし2区において、 6

層河川堆積層の上壌化部分に相当する5層を確認したことは、本調査地一帯に古代～中世の生活面が存

在した可能性を肯定する成果として、注目される。この上壌化層は、後世の 4層水田耕作土により削平

を余儀なくされ、 1区では存在しない。この 4層には、古代～中世に比定される遺物が混在していた。

特に、西郡廃寺に使用されていた可能性の高い細弁型式の軒丸瓦(白鳳～奈良時代に帰属)や、中世の白

磁の出土は、付近に西郡廃寺が存在したことを街彿させる成果として特筆される。なお 4層に混在した

遺物は、 1区に比して、 2区で出土が多く認められることから、当該期の遺構群が本調査地のより南方

に分布した可能性が高くなった。

参考文献

。大脇 潔 1991「研究ノート 丸瓦の製作技術」『研究論集Ⅸ 奈良国立文化財研究所学報 第49冊』奈良国立文化財研究所

2-17 美園遺跡 (2007-38)の調査
(1)調査概要 :平面規模約3.0× 3.Om、 面積9,Or3ヶ所(1、 2、 4区 )、 2.5× 2.5m、 面積約6.25だ 1

ヶ所(3区 )について、現地表(T.P,+7.5～ 7.7m)下3.Om前後まで調査を行った。使用した標高は、八尾市

作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南西部に位置する道路上の中央 :T,P,+7.lm)で ある。

【地層】現地表下1.5～ 1.7m前後までは、盛土(0層 )。 以下現地表下3.Omま での1.4m間 において 5層

の堆積を確認した。 1層 は10Y4/1灰色細粒砂混粘土の旧耕作上である。 2層 は5Y5/4オ リーブ色細粒

1区北壁 2区北壁 3区北壁 4区東壁

70m

50m
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第51図 出土遺物実測図

シル ト質粘土。 3層は10YR5/8黄褐色細粒 シル トで、 1・ 2区では古墳時代後期の遺物が出土 した。
4層は5Y2/1黒色粗粒砂混粘上で、 1～ 3区では古墳時代前期の遺物が出土 した。 5層 は5Y4/1灰色粘

土で、上面土壌化 しており、 1～ 3区では古墳時代前期の遺構を検出した。

【検出遺構・ 出土遺物】 1区 :5層上面から切り込む小穴 1個 (S Pl101)を検出した。 S Pl101は北
部で検出した。遺構の北肩は調査区外にあるため規模は不明である。埋土は2.5Y2/1黒色細粒砂混粘土

で、古墳時代初頭～前期の遺物が出土 した。このうち掲載 したものは古式土師器の甕(1)で ある。 1の
口縁端部は内側につまみ出し、平坦面を形成する。日縁部内外面はヨヨナデを施す。

2区 :5層上面から切り込む溝 1条(S D2101)を検出した。 S D2101は東部で検出した。南東から北
西方向に伸びる。遺構の東肩は調査区外にあるため、規模は不明である。埋土は5Y4/1灰色細粒～粗粒

砂で、遺物の出土はなかった。

3区 :5層上面から切り込む土坑 1基(S K3101)を検出した。 S K3101は北部で検出した。遺構の北
肩は調査区外にあるため、規模は不明である。埋土は10YR4/6褐色細粒砂混粘土で、古墳時代前期の

遺物が出土 した。

4区 :5層上面で調査を行ったが、遺構の検出および遺物の出土はなかった。
1・ 2区の 3層からは古墳時代後期の遺物が出土 した。また、 1～ 3区の 4層からは古墳時代前期の

遺物が出土 した。このうち掲載 したものは 1区 3層出土の須恵器杯蓋(2)、 1・ 3区 4層出上の古式上

師器(布留式新相)の甕(3・ 4)で ある。 2の 口部端部は丸 く終わる。内外面は回転ナデを施す。 3の 口

縁部は内湾する。端部は丸味のある平坦面を形成する。口縁部内外面はヨコナデを施す。 4の 回縁部は

屈曲し外反する。体部は球形を呈すると思われる。口縁部内外面はヨコナデを施す。体部内面はハケナ

デのちユビナデ、外面はハケナデを施す。

(2)ま とめ :今回の調査では古墳時代前期と後期の 2時期の遺構・遺物を確認 した。同時期の遺構は、

北側約30m地点において八尾市教育委員会が昭和56年度に行った調査地でも検出している(米田198働 こ

とから、一連の遺構群が付近に存在 していることが明らかになった。また。南側約20mの遺構確認調査

(坪田2007)で も古墳時代前期の壺が出上 していることから、南にも同時期の集落が広がっていることが

判明した。

参考文献

。米田敏幸 1983「第 5章 美園遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980。 1981年度 (財)八尾市文
化財調査研究会報告 2』 (財)八尾市文化財調査研究会

・坪田真- 2007「 2-23 美園遺跡9005-5031の 調査J『八尾市内遺跡平成18年度発掘調査報告書 八尾市文化財調査報告
55 平成18年度国庫補助事業』八尾市教育委員会

2‐18 八尾寺内町遺跡隣接地 (2006… 522)の調査
(1)調査概要 :平面規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25だ 2ヶ 所(1・ 3区)と、約3.0× 3.Om、 面積約9.0ピ

lヶ 所(2区 )の計 3ヶ 所を設定し、現地表(T,P.+10.9m前後)下約2.0～ 3.Omま で調査を行った。使用し

た標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地北東部に位置する道路の二股分岐中央 :T.P.+
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10.2m)で ある。

【地層】現地表下3.Omま でに 3層の地層を確認 した。 0層 は盛土。 1層は7.5YR5/6明褐色細粒シル

ト。 2層 は2.5Y6/6明黄褐色細粒砂～細粒シル トである。 1・ 2層 は、ラミナ構造が見える河川堆積で

ある。同層からの出土遺物はなかった。

【検出遺構】 1～ 3区の盛土直下において、近代以前に堆積 したと考えられる河川堆積(1・ 2層 )を

確認 した。

(2)ま とめ :1・ 2層の砂層は、旧大和川(現在の長瀬川)の堆積に相当し、当調査地の全域が旧大和

川であったと考えられる。この河川の幅は、当調査地の西側40m付近に長瀬川が存在することから、少

なくとも40m以上はあったと推測できる。当調査地の東側には、江戸時代初期に形成された八尾寺内町

があることら、同時期の遺構、遺物の存在 している可能性が高いと予想された。 しかし当調査地では、

同時期の遺構、遺物はなかった。

参考文献

。岡田清- 1999「Ⅲ 八尾寺内町遺跡第1次調査(Y C95-1)」『lHll八尾市文化財調査研究会報告63』 側八尾市文化財調査研究会

O         f

2-19 矢作遺跡 (2007‐ 119)の調査
(1)調査概要 :平面規模約 1.5× 3.Om、 面積約4.5ポ lヶ 所につ

いて、現地表(T.P.+9.4～ 9.5m前後)下 1.9m前後までを調査 した。

使用 した標高は、八尾市作成の地図(1/2500)記載の標高値 (調査

地北50m地点の道路上 :T.P.+9.5m)で ある。

【地層】現地表下約1.Omが 旧建物建築・解体時の盛土・整地

(01層 )、 その下約0.2mが農地開発時の盛土(0-2層 )である。 1層
暗青灰色礫混粘土質シル ト(層厚 0。 15m)は旧耕土で、 2層青灰色   第53図 断面図(S=1/100)
礫混砂質シル ト(0.2m)は床土である。以下 3層明青灰色礫混砂質シル ト(0.15～ 0.2m)、 4層マンガンを

含む灰褐色礫混粘土質シル ト(0。 1～ 0.2m)、 5層鉄を含む明褐色砂質シル ト(0.1～ 0.2m)、 6層灰黄褐色

砂質シル ト(0,lm以上)に至る。

【検出遺構】なし。

【出土遺物】 2層からは青磁碗片、 4層からは土師器の極小片、 6層からは 5～ 6世紀頃の高杯脚部

が出土 した。

(2)ま とめ :今回の調査地は、矢作遺跡 2次調査地に隣接 しており、層位からは同様の結果が得 られ

た。 3。 4層は平安時代後期以降の作土で、 5層 は奈良時代の遺構面の可能性がある。 6層は古墳時代
中～後期の遺物包含層と考えられる。
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参考文献

・成海佳子 1989「 H 矢作遺跡 (第2次調査)発掘調査概要報告J『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度―矢作遺跡・花
岡山遺跡― (財)八尾市文化財調査研究会報告22』 (財)八尾市文化財調査研究会

2-20 弓削遺跡 (2007‐ 54)の調査
(1)調 査概要 :平面規模約2.0× 2.Om、 面積約4.0だ lヶ 所、約2.0× 2.5m、 面積約5.0ポ lヶ 所、約2.0

×3.Om、 面積約6.0ピ 4ヶ 所の計 6ヶ 所(1区～ 6区 )について、現地表(T,P.+13.3～ 13.4m)下 1.8mま で

調査 した。使用 した標高は、八尾市作成 1/2500地図記載の標高値(調査地南側の道路上 :T,P.+13.3m)

である。

【地層】各調査区ともに、現地表下0.4～ 1.8mま で、既存建物の撤去に伴う撹乱である。各調査区で

共通 して見られる地層は、現地表下1.1～ 1.3m以下に、層厚0.3m前後で堆積する砂礫混シル ト質粘土層

(13層 )で、以下はシル ト質粘土(14層以下)が堆積する。13層 より上位では、主に砂質シル ト・砂質土(7

層・ 8層 )が堆積する。 7層の上位には、洪水堆積層と推定される(4層・ 5層 )の堆積が 2区・ 5区で残っ

ている。 13層 とその上位の砂質シル ト・砂質土との間に、 1区・ 3区では極粗粒砂～粗粒砂(9層 )が部

分的に堆積 し、 3区西部ではその下位にブロック土を主体とする地層(10層 )が堆積 しており、遺構埋土
と見られる。 6区では13層 より上位の地層は、他の調査区とは異なっており、耕作土と推定される粗粒

砂質シル ト層(2層 )と の間に中粒砂～極細粒砂・砂質 シル ト(6層 )が堆積する。 6層を切る礫混 じる極
粗粒砂層(3層 )は、東西に伸びる溝状遺構の埋土と推定される。

【検出遺構】 3区の13層下部で土器群(土器群 1)を検出した。土器群 1は、須恵器の破片を主体とし、

他に土師器の破片が少量・竃の破片 1点・獣骨と見られる骨 1点が出土した。須恵器は飛′亀時代中頃～

奈良時代前半に比定できるもので、飛鳥時代後期のものを主体とする。13層が調査区全体に見 られるこ

とから、土器群 1の土器は土坑 。溝などの遺構埋土に帰属するものではないと考えられる。また、土器

の破片は接合できるものが少ないことから、廃棄等に伴い14層上面に集積されたものと考えられる。ち

なみに、 5区の13層下部からも獣骨と見られる骨 1点が出土 している。

【出土遺物】 1区の 9層下部から古墳時代初頭前半に比定できる二重回縁壷の口縁部が出土 した。表

面が磨耗 しており、他所から流されてきたものと見られる。 3区西部で13層を切る遺構埋土と見られる

10層から土師器・須恵器・黒色土器が、10層を切る 9層から須恵器を主体とする土器が多く出土 し、他

に土師器・瓦が出土 している。 9層は粗い砂層で、 9層出土遺物は他所から流されてきたものと見られ

る。他に、 2区の12層から土師器、 5区の12層から須恵器、 1区の13層から土師器、 2区の13層から須

恵器・土師器、 3区・ 5区の14層から弥生土器の破片が少量出土 している。土器群 1出上の須恵器 5点

(1～ 5)、 竃 1点(8)、 10層出土の須恵器 2点(6・ 7)を図化 した。 1～ 3は、杯蓋。口縁端部よりは下
方に伸びないかえりを持つもの(1)、 宝珠形のつまみを持つもの(2)、 扁平な、いわゆる擬宝珠つまみ

3区南壁 3区西壁 3区北壁 3区東壁
130m

120m
イⅢ.峯了 三
十十

6区西壁

〆13

第54図 平 。断面図(S=1/100)

5区北壁
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を持ち、端部を内側に屈曲させたもの(3)がある。

は、杯(杯身)。 いずれも小型で、平底で口縁部が薩

にイ申びるもの(4)と 、外反気味に伸びるもの(5カ

4は回縁端部が内傾し、外側に伸びる。内底面中)

を施す。内外両面に油煙あるいは墨痕と推測された

みが残る。 6は、直口甕。僅かに内湾する口頸部を持ち、

国縁端部は内傾する。端面は内外へ僅かにおゝくれる。肩部

には耳が付いていたような痕跡が残る。 7は、壼。脚部は、

かえりを持つ杯蓋を逆さにしたような裾端部を持ち、体部

との境に外側から穿たれた円孔が 1個残る。 8は、移動式

竃の脚部。部分的に二次的な焼成を受けた痕跡と煤の跡が

残る。出土遺物が示す時期は、 9層出土遺物が飛鳥時代中

頃～平安時代、10層出土遺物 。13層出土遺物が飛鳥時代中

頃～奈良時代前半である。

(2)ま とめ :今回の遺構確認調査では、飛鳥時代中頃～

奈良時代前半の土器群を検出した。土器群を検出した同じ

調査区からは、平安時代と推定される遺構埋土と見られる

地層を壁面で確認した。

他の調査区では、遺構・遺物ともにほとんどなかったが、

9層 。10層・土器群 1か らの多くの土器の出土は、周辺に

当該時期の集落等があった可能性を示唆するものである。 Ｑ
麺

O    (司 :4)  10Cm

出土遺物実測図
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図
版
１

智遺跡12006‐ 444)の調査(周辺状況 :南西から)

1-1 恩智遺跡(2006-444)の調査出土遺物



図
版
２

1-2 久宝寺遺跡(2006-520)の調査(周辺状況 :南東から) 1-2 久宝寺遺跡(2006-520)の調査(2区 :南から)

1-2 久宝寺遺跡(2006-5201の調査(4区 :北西から) 1-2 久宝寺遺跡12006-520)の調査(5区東壁 :西から)

1‐ 3 東郷遺跡(2006-239)の調査(周辺状況 :南東から) 1-3 東郷遺跡(2006-2891の調査(2区 :東から)

1-4 東郷遺跡(2006-462)の調査(周辺状況 :東から) 1-4 東郷遺跡(2006-4621の調査(1区西壁 :北東から)



図
版
３

1-5 中田遺跡12006-372)の調査(3区 :東から) 1-5 中田遺跡12006-372)の調査(3区 :西から)

1-5 中田遺跡(2006-372)の調査出土遺物



図
版
４

1-6 西郡廃寺(2006-190)の調査(1区調査風景 :北から) 1‐ 6 西郡廃寺(2006-190)の調査(2区 :東から)

1‐ 7 八尾寺内町12006-43⊃ の調査(1区西壁 :東から)

八尾寺内町(2006-437)の調査(周辺状況 :北東から)

1-7 八尾寺内町12006-43乃 の調査(1区西壁 :東から)

1-7 八尾寺内町(2006‐ 437)の調査(3区北壁 :南から) 1-7 八尾寺内町(2006-437)の調査(4区北壁 :南から)



図
版
５

2-1 大竹西遺跡(2006-414)の調査(周辺状況 :北西から) 2-1 大竹西遺跡(2006-414)の調査(1区北壁 :南から)
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2引  大竹西遺跡(2006-414)の調査(1区北壁 :南から) 2-1 大竹西遺跡12006-414)の調査(3区北壁 :南西から)

2-1 大竹西遺跡12006-414)の調査(1区 S P201:南 から) 2-1 大竹西遺跡(2006-414)の調査(1区 S P204:西 から)

2-2 恩智遺跡(2007-1)の 調査(周辺状況 :北から) 2-2 恩智遺跡(2007-1)の 調査(2区南壁 :北東から)



図
版
６

2-3 萱振遺跡(2006-60)の 調査(2区 :東から)

2‐ 4 木の本遺跡(2006‐261,2007‐ 102,2007‐ 1331の調査(周辺状況1南西から) 2‐ 4 木の本遺跡(2006-261・ 2007-102・ 2007‐ 133)の調査(2区北壁:南から)

2‐ 4 木の本遺跡(2006‐ 261・ 2007‐ 102・ 2007‐ 133)の調査(7区南壁:北東から)木の本遺跡12006‐ 261・ 2007‐ 102.2007‐ 133)の調査(6区南壁:北から)

十

|

L

2‐ 4 木の本遺跡12006‐ 261,2007‐ 102・ 2007‐ 139の調査(12区南壁:北から) 2‐ 4 木の本遺跡紀006‐261,2007引 02・ 2007‐ 13働の調査(15区東壁:西から)



図
版
７

久宝寺遺跡(2007-181)の調査(周辺状況 :南西から) 2-5 久宝寺遺跡(2007-181)の調査(1区西壁 :東から)

2-5 久宝寺遺跡12007-181)の調査(2区北壁 :南から)
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久宝寺遺跡(2007‐ 181)の調査(3区北壁 :南から)

2-6 久宝寺寺内町(2007‐ 134)の調査(周辺状況 :南西から) 2-6 久宝寺寺内町(2007-134)の調査(1区西壁 :東から)

2-6 久宝寺寺内町(2007-134)の調査(1区 !南西から) 2‐ 6 久宝寺寺内町(2007-134)の調査(2区 :南から)



図
版
８
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2-6 久宝寺寺内町(2007-134)の調査出上遺物 I S K101(1～ 3)、 S K102(4～ 14)
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S K202(15～ 17)、 S K301(18)、 S D301(19)、
背割 り排水溝 I(20X 4層 (21～ 26)、 13層 (271

2-6 久宝寺寺内町12007-134)の調査出土遺物 ‖



図
版
１０

2-7 小阪合遺跡(2007-125)の調査(周辺状況 :南西から) 2-7 小阪合遺跡(2007-125)の調査(2区調査風景 :南から)

2-8 成法寺遺跡(2007-1371の調査(1区西壁 :東から) 2-8 成法寺遺跡12007-1371の調査(2区西壁 :東から)

2-9 成法寺遺跡12007-202)の調査(周辺状況 :西から) 成法寺遺跡12007-2021の調査(1区 :南から)

2-9 成法寺遺跡(2007-2021の調査(3区 :南から)2-9 成法寺遺跡(2007-202)の調査(2区 :南東から)



図
版
１１

2-10 成法寺遺跡1200 7-268)の調査(周辺状況 :南西から) 2-10 成法寺遺跡12007-2681の調査(1区北壁 :南東から)

2-10 成法寺遺跡12007‐ 2681の調査(2区 SDl:南 から) 2-10 成法寺遺跡(2007-268)の調査(2区北壁 :南東から)

2-11 成法寺遺跡(2007-343)の調査(2区北壁 :南から)2-11 成法寺遺跡(2007-3431の調査(2区掘削状況 :南西から)

2-11 成法寺遺跡12007-343)の調査(2区南壁 :北から) 2-11 成法寺遺跡(2007-343)の調査出土木製品



図
版
１２

2ぃ 12 東郷遺跡(2007-49)の 調査(周辺状況 :北西から) 2-12 東郷遺跡は007-491の調査(1区北壁 :南から)

2-12 東郷遺跡(2007-49)の 調査(2区第 1面 :東から) 東郷遺跡(2007-491の 調査(2区第 2面 :東から)

2-12 東郷遺跡(2007-49)の 調査(2区北壁 :南から) 2-13 東郷遺跡(2007-209)の調査(周辺状況 :南東から)
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2-13 東郷遺跡(2007-209)の調査(1区 :南から) 2-13 東郷遺跡(2007-209)の調査(3区 S K301:南 から)



図
版
１３

西郡廃寺(2007-44)の 調査(周辺状況 :東から) 2-14 西郡廃寺(2007-44)の 調査(2区北壁 :南から)

2-15 西郡廃寺(2007-184)の調査(1区北壁 :南西から) 2-15 西郡廃寺(2007-184)の調査(2区北壁 :南から)

2-16 西郡廃寺(2007-334)の調査(周辺状況 :北西から) 2-16 西郡廃寺(2007-334)の調査(2区 SDl:南 東から)

鶏Ⅷ
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緩

2-17 美園遺跡(2007-381の 調査(3区 :南から)2-16 西郡廃寺(2007334)の 調査出土遺物



図
版
１４

2‐18 八尾寺内町遺跡隣接地(2006-522)の調査(1区 :南から) 2-18 八尾寺内町遺跡隣接地(2006‐ 522)の調査(2区 :南から)

2-19 矢作遺跡12007-119)の調査(周辺状況 :南西から) 2-19 矢作遺跡12007-1191の調査(北壁 :南から)

2‐20 弓削遺跡(2007-54)の調査(周辺状況 :南西から) 2-20 弓削遺跡(2007-54)の 調査(1区北壁 :南から)

2‐20 弓削遺跡(2007-54)の 調査(3区東壁 !西から)2-20 弓削遺跡は007-541の調査(3区遺物出土状況 :西から)
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3.平 成 18年度保存処理事業報告

1 保存処理事業 の概要
八尾市教育委員会では、平成18年度から、国庫補助事業である埋蔵文化財緊急調査費等事業の一環と

して、民間開発事業等に伴う発掘調査で出土 した木製品や金属製品などの脆弱遺物について、順次保存

処理を実施し、今後の埋蔵文化財の保存活用に資することにした。

平成18年度の保存処理事業は、(財)八尾市文化財調査研究会が平成17年に八尾市光町二丁目で実施 し

た東郷遺跡第64次調査で出土した古墳時代前期の多数の木製品のうち、市内の遺跡でも稀有な木製品の

出土例であった「木製盾」、「脚付盤」、「舎J物桶」の保存処理を実施することにした。保存処理事業は、

平成18年 4月 24日 付で大阪府教育委員会より八尾市に出土文化財の譲与を受けた後、平成18年 5月 から平

成19年 3月 まで(財)元興寺文化財研究所へ委託 した。保存処理実施期間中には、適宜保存処理の方法や

木製品の欠損部や形状の不明な部分の復元方法について、(財)元興寺文化財研究所と八尾市教育委員会

及び発掘調査を担当した(財)八尾市文化財調査研究会と検討を行いながら実施した。

木製盾については、側辺部の破片であったが、漆塗りで盾面の両面に列をなす綴孔が良好に残る資料

であった。一部接合したものの、全体形状は明らかにできなかった。そのため、破片の位置関係を復元

配置し、両面から盾面を展示、観察することができ、またそのままの状態でも保管できるよう、透明な

2枚のアクリル板を重ね合わせて、その間に盾の破片形状をかたどったシリコンを挟み込んで固定した

展示台を別途作製している。

本報告は、上記の事業成果を収録 したもので、木製品が出土した遺構と各木製品の概要及び復元案に

ついての「 2 東郷遺跡第64次調査の出土木製品について」は、(財)八尾市文化財調査研究会の担当者
(坪田真―・菊井佳弥・河村恵理)ん 執ゞ筆を行い、木製品の保存処理経過と方法及び保存処理方法を検

討するために行った木製品の樹種同定及び木製盾の漆膜の構造分析の結果についての「 3 東郷遺跡第
64次調査の出土木製品の保存処理」は、(財)元興寺文化財研究所の担当者 (藤田浩明・木沢直子 。井上

美知子)ん 執ゞ筆を行い、執筆分担は、各章末に記載 している。

今後、保存処理を終えた木製品については、八尾市内の文化財施設等において、展示・公開等の活用

を積極的にはかることにしている。                         (藤 井淳弘)

2 東郷遺跡第 64次調査 の出土木製 品 につ いて

1)調査概要

東郷遺跡は大阪府八尾市の中央やや北西部に位置

し、現在の行政区画では本町 1・ 7、 北本町 2、 東

本町、光町、桜ケ丘、荘内町がその範囲となってい

る。地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串

川に挟まれた沖積地上に位置する。同地形上で北は

萱振遺跡、南は成法寺遺跡、西は宮町遺跡 .・ 八尾寺

内町、南東は小阪合遺跡と接している他、当遺跡範

囲内の東部は東郷廃寺推定地となっている。遺跡範

囲の現地表面の標高は、北部がTP+7.Om、 南西部

がT.P.+9.Omを 測る。

当遺跡発見の契機は、昭和46年、八尾市東本町 2

丁目での水道管埋設工事の際、墨書人面土器が出土

したことによる。そして昭和56年度以降、大阪府教
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育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会により多くの発掘調査が実施されており、これらの成果か

ら、当遺跡は弥生時代中期～近世にわたる複合遺跡であることが確認されている。特に、今回の調査地

を含む近鉄大阪線八尾駅北側の開発に伴う調査、及びその東方の桜ケ丘一帯における調査件数は多く、

この範囲では遺跡の様相がかなり解明されつつあるといえよう。これらの成果によると、弥生時代の遺

構の分布は散発的なものである。後期には遺跡東部で自然流路からではあるが、吉備地方からもたらさ

れたと考えられる向木見型特殊器台が出土 しており注目される。古墳時代初頭(庄内式期)に は主に西部

で密に遺構が認められるようになり、方形周溝墓から成る墓域や竪穴住居群から成る居住域が確認され

ている。続く吉墳時代前期(布留式期)に はこれらの集落域は東部に広がってゆく。そして古墳時代中期 。

後期には集落域はほぼ完全に再び東部に移っているようであるが、西部では平安時代末の井戸から耳環

が出土しており、周辺に後期古墳が存在する可能性が指摘されている。飛鳥～奈良時代では、東部でま

とまって瓦が出上 したことにより『東郷廃寺』の存在が推定され、その西部ではこの時期の集落域も確

認されている。

今回の第64次調査では、古墳時代初頭か

ら近世の遺構・遺物を検出した。

古墳時代初頭～前期では、 1区で井戸・

土坑・溝・畝間溝といった主に生産関連の

遺構が検出された。西部中央で検出した東

西方向に伸びる15溝から出土した木製品は

特筆され、武器(盾・鞘X奪1物容器(脚付盤)、

農具(竪杵 。他 )、 紡織具 (糸巻き)、 編み

具(木錘)等がある。また北西部で検出した

108土坑からも多量の土器と共に春↓物桶が

出土している。15溝は東端で南に屈曲して

おり、連続すると考えられる 2区 1溝から

も農具(杵・横槌・多又鋤)が出土している。

両溝からは土器(壺・甕・高杯・鉢 )も 多く

出土しており、完形あるいはそれに近いも

のも多く含まれている。これら共伴する土

器から両溝の時期は前期後半(布留式期後

半)に比定される。なお両溝に先行する 2

区678溝からも、武器(弓 )、 農具(臼 )、 容器

(槽)等の木製品が出土 している。

2・ 3区は墓域となっており、墳墓 。古 第 2図  1区平面図
墳・土器棺墓・埴輪棺墓が検出された。 3区90古墳は一辺約22mを測る方墳で、北約 1.2klnに 位置する

萱振 1号墳に匹敵する規模を有する。周溝出土埴輪の時期から4世紀中頃に位置付けられ、中河内最古

級の古墳といえよう。 2区 8古墳は周溝から管玉 。小玉がまとまって出土しており、周溝内に供献され

た遺物の可能性があり注目される。また埴輪棺墓 2基については、 8古墳墳丘内に構築されており、そ

の関連について検討を要するものである。

飛鳥～平安時代では 2・ 3区で掘立柱建物群を検出した。 ピット数は600個以上を数え、建物は現在

数棟を確認 しているにすぎないが、今後の検討によりさらに増加するものと考えられる。他に 2区南部
で検出した井戸 2基がある。156井戸からはコップ形木製品が出土 している。

中世～近 。現代では調査地全域で耕作関連の遺構が検出された。畦畔・井戸・耕作溝・土坑等があり、

畦畔や耕作溝は条里地割に規制された方位に沿うものである。

(坪田真― )
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2)木製盾(第 3図 )
木製盾と脚付盤は、 1区の15溝から出土した。15溝は

幅70m、 深さ1.3mを 測り、南東から北西への流れが、

西へ方向を変える部分を検出した。溝の南西側に広がる

微高地の縁辺に位置し、その微高地上では、集落が営ま

れ、墓が造られた。北東側の低地では、水田や畠などの

生産域が広がっていた。本遺構は、生産域に給水するた

めの水路であるともに、集落や墓域と生産域の区画溝で

あると考えられる遺構である。

15溝の埋土は、流れが停滞しシルトが堆積した上層と、

流れの強弱によリシルト～極細粒砂と中粒砂～小礫が互

層状に堆積する下層との大きく2層に分けられる。盾と

盤が出土した15溝下層は、調査期間等の制約から重機に

よる荒掘りを行い、その後人力により完掘 した。盾は、

重機の荒掘り中に出土したため、出土時の破片は埋まっ

ていた時より細片になり、破片の一部も損失させてしまっ

た。共伴遺物には、鞘、竪杵、糸巻き、曲柄鍬、一木鋤

等の木製品、完全な形で出土した小型丸底壷、高杯、甕

等の土器がある。15溝の下層堆積は、強い流れを示すも

のではないので、これらの遺物は出土地付近から投棄さ

れたものと考える。

本資料は、 トチノキ材を用いた黒漆全りの木製盾であ

写真 1 15溝(南東から)

る。共伴遺物から古墳時代前期後半(布留式期)の所産である。残存長約50

cl■、残存幅約10硼を測る破片であったものが、取り上げ時にさらに10cm大

の 4破片(第 3図 1～ 4)と 5cm以下の小破片(5～ 8)に細分され、破片の

一部を損失 したため、 1～ 8は接合しない。その他図化できなかった小さ

な破片が数点ある。側辺部の破片資料であるが、全体像を復原するのは困

難である。しかし、残存状態が良好で、盾細部の状況を詳細に観察できる。

楯の表面には列をなす小孔を多数確認することができるので、芋本隆裕氏

が分類 した楯 B類(芋本 1986)、 橋本達也氏のいう紐列式木盾(橋本 1999・
2001)に あたる。木取りは板目で、年輪に沿うように削りだされ、横方向

に湾曲をもつ。厚さは0.35～ 0.4cmを測る。側辺部近くは0。 7～ 0.9cmと 他よ

り厚く、裏側の角は面取りされている。古墳時代の他例と比べても薄い部

類に入り、強度より軽さを追求した結果かもしれない。盾表面には、幅約

0.3cm、 長さ3.5～ 5,Ocmの カンナ痕が明瞭に残る。縦方向を主とするが、 1
と3の上部及び 5の破片で部分的に横方向のものも観察できる。孔列を水

平に置いた時、他の側面が直交するのに対し、 1はやや孤を描き約10度内
傾する。このことから、弥生時代に多く見られる隅丸方形か、古墳時代前

期に新たに出現する上端部が山なりに弧を描 く形状(後藤守一氏分類三峯

鼻式)に復原できるが、どちらとも決め難い。

弥生時代から古墳時代の多くの木製盾は、刺し縫い、緊縛 し、縦割れと

装飾性も兼ね備えた紐列を有するが、本資料も径約0.lc14の 孔が0.65～ 0。 95

cm間隔で横方向に列を成すように穿たれる。これらの孔を 2本の糸を使い、

表裏から刺 し縫いし綴じていく。各孔列の間隔は1.2～ 1.6c14で、1.4cm前後
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のものが中心である。また表側では、穿孔時の基準となる罫引き線が確認できた。糸で緊縛された後、

両面全体に黒漆が塗布されている。そのため、漆膜に保護された糸が、表側では部分的に、裏側では全

体的に良好な状態で残る。横方向の孔列のほかに、側辺から0.5～ 0.8cmと 1.1～ 1.5cm内側に孔列が、外

形線に沿うように 2列周る。これら外周に穿たれた孔は、横方向の孔列の孔径よりやや大きい。側辺端

部から外周する孔列までの間、表面で幅1.3～ 1.5cm、 裏面で幅約1.7cmの 幅で、黒漆が全布されていない。

この部分には補強材として何か別部材が固定されていたものと考える。列に属さない孔も存在する。 1

には、列間に横に 2個一対となるものと孔列の2.Omm下に穿たれた 1孔あり、 2に は、孔列間に横に 3

個並ぶもの、 3に は、孔列間に縦に 2個一対と並ぶものがある。他の紐列式木盾でも、列をなさない孔

をもつ例があり、穿たれた位置が規則性のないものも存在するが、列をなさない孔と孔が左右対称に穿

つもの、上下に並ぶものも多い。それらは、持ち手や月日貝のような装飾具が取り付けられていた孔で

あると考える。

弥生時代～庄内期の木製盾は、形状が隅丸方形で、白木か朱を塗布 したものが多く、文様も顔料を用

いて描かれる。古墳時代前期になると朱全りに変わり、黒漆塗りものが多くなる。上端が山なりに弧を

描く形状の盾(後藤守一氏分類三峯鼻式)や刺し縫いによる矩形線対称文をもつ方形盾が新たに出現する。

中期になると木製盾に加え、革盾も出現し、刺し縫いによる文様も鋸歯文、綾杉文、弧文、菱形文と多

様になる。本資料が帰属する古墳時代前期は、盾の形状、材質、文様が変化する時期であり、盾の系譜

や変遷を考える上で重要な資料となる。また、本遺跡からは盾のほか鞘も出土 しており、集落における

武器・武具の保有やそれを用いた祭祀実態解明する上でも良好な事例となると考える。

(菊井佳弥 )

I螂~屡井駐
5
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裏面

第 3図 木製盾実測図

表面   裏節

半  は黒漆残存範囲

0           (1〔 4)          20cm
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表面
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3)脚付盤(第 4図 )
本資料は、長径22cm前後の楕円形の平面形状を呈

する。側面は、底面から45度斜め上方に開く。□縁部

端部に幅1.4cmの 面をもち、器壁は日縁部に向かって

肥厚する。なお、器壁の厚さは0,8～ 1.Ocmを 呈する。

底面の残存する2ヶ 所のコーナー部には、それぞれ脚

部が確認できた。脚部の平面形態は、外側に一辺を向

ける形で、三角形を呈する。法量は一辺 3cm前後、

高さ1.3cm前後の逆三角柱を呈する。

本資料の材質はケヤキ(広葉樹 )。 木取り方法は、横

木取りで、樹心を外す心去材を用いたと考えられる。

ケヤキは、一木造りに適した材質で、加工 しやすく精

製品や小型容器に使用される比率が高い(茶谷満2005)。

以下、調整について観察したい。

盤の底部内面に、底面の形状に沿うように幅広い工

具(2.5cm)に よる加工痕が見られる。側壁内面にも横

方向に幅広い工具による加工痕が見られる。側壁―底

部間の屈曲部分などの細部については、幅狭い工具(0.

5cm)に よる成形が目立つ。底部外面 も幅広い工具に

よる加工痕後、脚部の周辺に幅狭い工具による成形が

目立つ。側壁外面は縦方向に幅広い工具による加工痕

後、側壁―底部間の屈曲部分を中心に、幅狭い工具に

よる加工痕が横方向に見られる。日縁部端面にも、一

定方向に幅狭い工具の加工痕が見られる。脚部には各

面幅広い工具による加工痕が見られる。以上のことか

ら、本資料が丁寧な作りの精製品であったことが窺え

る。

本資料の時期は、共伴遺物から古墳時代前期(布留

Ⅲ期)の所産であると言える。

この時期における小型の脚付盤の出土例は少なく、

類例としては、滋賀県の服部遺跡(山田昌久2003)、 島

根県の姫原西遺跡(島根県教育委員会1999a)が挙げら

れる。これらの遺跡から出土した脚付盤の脚部形態は、

円形・方形・多角形の柱状を呈し、本資料のように逆

三角柱を呈するものは確認できず、興味深い資料と言

える。

本資料は、全体の約1/3～ 1/2が残存す、る資料であ

る。接合作業は、取り上げ時に 7つ の破片に細分され

た箇所を復元した。なお、 年つに細分された破片のう

ち、 1つ は乾燥による収縮・変形が著しかった為、保

存処理後の当部分の復元はできなかった。当部分以外

の復元は問題なく行われた。

残存する 2つ の脚部は、脚部の先端部分が僅かに残

る程度であり、鋭利な先端部分であったものと推測で

写真 4 脚付盤出土状況(北西から)

0    (1,4)   10Cm

第 4図 脚付盤実測図

写真 5 復元後の脚付盤
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きる。なお、残存する 2箇所のコーナー部に脚部がそれぞれ見られることから、各コーナー部に沿って

1脚ずつ、計 4脚が形成されていたものと推測できる。

復元は、最低限度の補強作業で本資料の逆三角形を呈する脚部形態がより正確に残すことができると

思われたので、現在残存する部分から最低限度復元できる範囲で考えた。

4)到物桶(第 5図 )
本資料は、108土坑から出土 した。平面形は円形を呈

し、径2.19m、 深さ0.96mを測る。当遺構は素掘りの井

戸である可能性も考えられるが、確かなことは分からな

かった。埋土は、中粒砂混じり細粒砂から構成される上

層と、粘質シル トがブロックで混ざる中層と、粘質シル

トの下層の大きく分けて 3層に分かれる。このうち、本

資料は下層から出土し、共伴遺物は主に中層から出土 し

た。

出土状況は、土坑の掘形に沿って直立した状態であっ

た。底部及び、胴部の約 3分の 2が欠けた状態で見つかっ

た。なお、接合 した破片の一部は、周辺より出土したも
写真 6 書J物桶出土状況(南から)

のである。共伴する遺物は、ほぼ完形となる布留式甕や吉備

系甕で、破損 した状態で重なり合って出土 した。これらの出

土状況より共伴遺物は、一括投棄されたものと考えられる。

本資料も同様に、破損した状態で下層部より出土したことか

ら、共伴する遺物を投棄する以前に、本資料が投棄された可

能性が高い。

本資料は、径約 10cm、 器壁の厚さ0.2cm、 器高14.5cmを

測る筒状にくりぬいた形の胴部をもつ。胴部内面の上端部と

下端部にそれぞれ、幅 lcm前後、厚さ1.4cm前後の突出する

段を有する。段の形状は、角がなく丸みを帯びている。

本資料の材質はイヌガヤ(針葉樹 )。 木取り方法は、縦木取

りで、樹心を外す心去材を用いた、典型的な舎1物桶の製作方

法である。舎1物桶によく使用される針葉樹は、内側を舎Jり 抜

く製作方法では、繊維方向に亀裂が生じ、底部まで一木で作るこ

能である(茶谷満2005)。 以下、調整について観察したい。

胴部内面には、横方向の幅広い工具(0,7cm)に よる加工痕後、縦方向の

幅広い工具(1.2cm)に よる加工痕が見られる。部分的に幅狭い工具(0.4cm)

による加工痕が見られる。胴部外面には、幅広い工具(0.7cm)に よる加工

痕が見られる。全体に剥離が目立つ。突出部分の調整も、横方向の幅広い

工具(0.7cm)に よる加工痕が数条見られる。また突出部分端面には黒色塗

彩と思われる痕跡が確認できた。以上のことから、本資料が丁寧な作りの

精製品であったことが窺える。

本資料の時期は、共伴遺物から古墳時代前期 (布留Ⅱ～Ⅲ)の所産であ

ると言える。

この時期に比定できる奢J物桶は、北陸・山陰地方を中心に出土しており、

近畿地方での出土例は少ない。本資料と、規格や突出する部分の形態が類

似するものとしては、福岡県の金山遺跡(佐藤浩司199働、鳥取県の青谷上

0    (1:4)  10C醗

第 5図 春J物桶実測図

写真 7 復元後の割物桶
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寺地遺跡(湯村 功2002)、 島根県の姫原西遺跡(鳥取県教育委員会1999a)・ 西川津遺跡(島根県教育委員
会1999b)、 滋賀県の石田遺跡(石川ゆずは2005)が挙げられる。中でも、本資料のように、内面に有する

段が、上部と底部の 2カ 所にみられるものは少なく、類例としては、青谷上寺地遺跡と石田遺跡のみで

あった。なお、本資料にみられるような上下の段がほぼ同じ大きさの形態は、他に確認できず、貴重な

資料といえる。また本資料の出土により、当遺跡が、春1抜桶が多数出土した北陸 。山陰地方との交流関

係にあったことが推察できる。

本資料は,全体の約1/3が残存する資料である。復元作業にあたっては、最低限度の補強作業で本資
料の特徴がより正確に残すことができると思われたので、現在残存する部分から最低限度復元できる範

囲で考えた。取り上げ時に破損 した箇所を復元するとともに、周辺より出土した破片(3点 )を、木目に

合わせて接合した。

本資料は、今J物桶によく使用される針棄樹の材質であることや、

胴部内面に突出する段をもつことから桶であることは明確である。

しかし、各部について、類例で挙げた桶と比較した結果、以下の問

題点が浮き彫りとなった。

本資料は、底板をはめ込むためと考えられる突出部が上下 2箇所

に確認でき、本資料本来の天地を判断し難いことである(註 1)。 こ

の問題点については、突出する段部分の調整や残存状態で、以下の

ように推測することとする。 aの突出部分は、加工時に使用した工

具の痕跡が残り、段部分が平行でなかった。逆にbの突出部分は、

加工痕が丁寧に成形され、段部分が平行に仕上がっている。また段

部分と反対面には摩滅の痕跡が見られた。これらの特徴から、底板

をはめるのに適したbを下部、 aを上部として考えた。

以上のように、上下 2箇所に同サイズの突出部が確認できたことから、底板の形態が円形である可能

性は低い。おそらく、円形を数分割した板状のものを用いたと推測できる。また、数分割した底板は、

本資料の突出部周辺に、くさびや目釘などの痕跡がないため、はめ込み式であったと考えられる。

(河村恵理)

註

註 1 舎J物桶については、当初、突出部のa部分の残存状態が悪かった為、底部であると判断し、写真撮影を行った。そ
の後、前述したようにbを下部、 aを上部と推察したことから、本文内容及び実測図と、写真 7の天地が異なる。

参考文献

石川ゆずは 2005「弥生時代中期～古墳時代前期にかけての木製容器―小型容器の奢」物桶を中心に一J『富山考古学研

究―紀要第 8号―』(財 )富山県文化振興財団

芋本隆裕 1986「甲と楯」『弥生文化の研究』第 9巻 雄山閣出版株式会社
上原真人 1993『木器集成図録 近畿原始編』奈良国立文化財研究所
佐藤浩司 1999『金山遺跡 I・ V区』北九州市埋蔵文化財調査報告書第223集 (財 )北九州市教育文化事業団

島根県教育委員会 1999a『姫原西遺跡 一般国道 9号出雲バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 1』
島根県教育委員会 1999b『朝酌川河川改良工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ(海崎地区 2)』

茶谷 満 2005「青谷上寺地遺跡出土の木製容器」『木製容器・かご』鳥取県埋蔵文化財センター
中川正人 1998「盾の造形技法と系譜」『赤野井湾遺跡 琵琶湖開発事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 財団法人
滋賀県文化財保護協会

橋本達也 1999「盾の系譜J『国家形成期の考古学一大阪大学考古学研究室10周年記念論集』大阪大学考古学研究室

橋本達也 2001「弥生 。古墳時代における盾の系譜」『季刊考古学 第76号』雄山閣出版株式会社
山田昌久 2003「第 8巻弥生・古墳時代 木・繊維製品」『考古資料大観』小学館
湯村 功 2002『青谷上寺地遺跡 4』 (財 )鳥取県教育文化財団

写真 8 割物桶端部
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3 東郷遺跡第 64次調査 の出土木製 品の保存処理

1)東郷遺跡出土木製品の保存処理
1.保存処理前の状態

hl 木製盾
遺物は大きく4破片に分割 しており、大きな破片は約18c m、 小さな破片は約6c mで あった。また

その他に小さな破片も多数あり、保存処理前の時点においてこれらの接合関係は不明であった。盾表面

には漆状の塗膜が見られた。

N62 脚付盤
遺物は 7分割からなり、長さが約18c m、 幅約12c mに なると考えられる。容器全体の形状から推測

して、約半分が遺存すると考えられた。脚部は 2箇所残存し、表面の状態は良好であった。

Nα 3 各1物桶

遺物は大きく15破片に細片化 しており、長さ約15c m、 幅約8c mに なると考えられた。また別個体

の破片と考えられる部材も一部混在していた。破片の形状から最終的には桶状に復元できることが予測

されたが、処理前の時点では形状の復元は困難であった。

2.保存処理

2‐1 木製盾の保存処理 (写真11-1)

保存処理を行なう前の調査として、写真撮影、樹種同定および塗膜の分析等を行ない、処理前の遺物

状態を記録 した (写真9-1)。 その後、クリーニングを行ない、表面の泥や土などを除去 した (写真9-2)。

盾表面の全膜の残存状態は良好であり、これを最大限残す処理方法を検討 した結果、糖アルコール法に

て保存処理を行なうことにした。ラクチ トール20%水溶液(液温 :室温)か ら含浸処理を開始 し、約3週間

で濃度を20%ずつ上昇させ、最終的にはラクチ トールとトレハロース (8.5:1.5)の 混合物の81%水溶

液 (液温 :58℃ )で含浸処理を終了し、表面の余分な溶液を温水で洗い流した後、遺物全体にラクチトー

ル微粉末をまぶした。その後50℃ に設定 した乾燥庫の中で約 3週間、遺物を観察しながら乾燥処理を行

なった (写真9… 3)。

乾燥処理終了後、温水で遺物表面のラクチトール微粉末を取り除き、形状を観察しながら常温で乾燥

させた。十分に乾燥した時点で、発掘担当者と遺物の接合について協議を行ない、大きく4分割に接合

することにした。接合にはシアノアクリレート系接着剤を使用し、接合部に強度を持たせるためェポキ

シ樹脂で接合部を補填した。補填した部分はグラインダーで整形し、本体部分との違和感のない彩色を

行なった。

2-2 脚付盤・春J物桶の保存処理 (写真11-2011-3)

これらの遺物についても木製盾と同様、保存処理前の調査とクリーニングを行なった。処理方法とし

写真9-1 写真9‐2 写真9‐3
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ては処理前調査の結果を踏まえた上でポリエチレングリコール (以下PEG)含浸法を採用することと
した。PEG20%水溶液(液温 :室温)か ら含浸処理を開始 し (写真10-1)、 約 3週間で濃度を20%ずつ100%

まで上昇させ (液温 :50～ 60℃ )、 含浸処理を終了した。その後、遺物表面に残った余分なPEGを アル

コール59%水溶液に浸 して除去 し、木製品本来の質感に戻るまで表面処理を行なった。この2点につい

ても発掘担当者と遺物の接合や復元について協議を行ない、復元方針を決定した。接合にはシアノアク

リレート系接着剤を使用し、接合部に強度を持たせるためェポキシ樹脂で接合部を補填 した。補填した

部分はグラインダーで整形 し、周囲と違和感のない彩色を行なった (写真10-2・ 10-3)。

3. :お十,り に

今回、このような貴重な資料の保存処理を通して、様々な処理に関する経験を積むことができた。特

に糖アルコール法による処理は、当研究所においてはまだ歴史も浅く、今回得られた知見やデータは今

後の処理に大いに生かせるものであろう。また、含浸処理後の復元等について、発掘担当者と保存処理

担当者が綿密に協議を行なって処理を実施できたことは、今後の「遺物の活用を含めた保存処理」とい

う点で、有意義なものになった。

(藤田浩明)

写真 10‐ 1

写真 10‐2 写真10-3
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2)東郷遺跡出土木製品の樹種同定

1.試料

Nα l  木製盾
N62  脚付盤
h3  舎1物桶

2.同定方法

樹種同定に必要な木口面 (横断面)、 板目面 (接線断面)、 柾目面 (放射断面)の 3断面の切片を安全
カミソリを用いて作製 し、サフラニンで染色後、水分をエチルアルコール、n― ブチルアルコール、キ

シレンに順次置換した。その後、非水溶性封入剤を用いて永久プレパラートを作製し、光学顕微鏡で観

察した。

3.同定結果

各試料の木材組織は顕微鏡写真の通りである。以下に樹種同定結果とその根拠となる木材組織の特徴

について記す。樹木分類および植生分布は『原色日本植物図鑑木本編』 (I)、 (Ⅱ )に従った。
※ 樹木の性質、材の用途、出土事例等については後記の文献を参考とした。

Nα l 木製盾 :ト チノキ ■9scttJtts ttγ う力αtt Blume
とちのき科 (Hippocastanaceac)

柾目面

写真12 No.1 木材組織顕微鏡写真

広棄樹散孔材。直径60～ 70μ mの管孔が年輪内に均等に散在する。管孔は単独もしくは 2～ 3個複合

しており、道管壁が厚い。道管の穿孔は単穿孔。放射組織の列幅は単列で板目面において層階状に配列

し、柾目面において平伏細胞のみからなる同性である。

分布 :温帯 :北海道、本州、四国、九州

樹形 :落葉高木で樹高25m、 胸高直径2mに達する

用途 :家具、指物、建築、器具、漆器木地、経木 等
出土事例 :挽物 (漆器、皿)、 今I物 (槽、盤)、 農具 (臼) 等

木口面 板目面
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h2 脚付盤 :ケ ヤキ ル Jんουα sγ陶勉 Makino
にれ科(Ulmaceae)

木口面 板目面

写真13 No.2 木材組織顕微鏡写真

広葉樹環孔材。直径約 180 μ mの 管孔が年輪界に沿って並び、孔圏外では急速に径が減少する。孔圏

外の小道管は多数集合し、接線状あるいは斜線状に集団管孔を形成する。道管の穿孔は単穿孔。放射組

織は 1～ 7列で平伏細胞、方形細胞よりなる異性である。放射組織上下縁辺の方形細胞中に結晶が見ら

れる。

分布 :温帯、暖帯下部 :本州、四国、九州

樹形 :落葉高木。通常樹高20～ 25m、 胸高直径60～ 70cmであるが、大きいものは樹高50m、 胸高直

径 3mに達する

用途 :器具、家具、船舶、土木、彫亥J、 朝櫨細工、薪炭 等
出土事例 :建築材 (柱 )、 農具 (横槌)、 履物 (下駄)、 挽物 (漆器)、 奢J物 (槽、盤) 等

Nα 3 奪1物桶 :イ ヌガヤ Cの力房
"明"S協

悠わη力 K.Koch f.

いぬがや科(Cephalotaxaceae)

柾目面

写真14 No.3 木材組織顕微鏡写真

柾目面

木口面 板目面
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仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道、垂直樹脂道は無い。早材から晩材ヘ

の移行は非常に緩やかで晩材部の幅は狭く、年輪界は不明瞭である。樹脂細胞は年輪内に均等に分布す

る。放射組織は 1～ 7細胞高。分野壁孔は不明瞭であるが、かろうじて トウヒ型を確認することができ

る。仮道管に顕者な螺旋肥厚が確認される。

分布 :暖帯、温帯下部 :本州 (岩手県以南)、 四国、九州

樹形 :常緑の小木。大きいものは樹高 8～ 10m、 胸高直径30cmに達する

用途 :建築材、器具、薪炭 等
出土事例 :武器 (弓 )、 建築材、土木材 (杭 )、 農具 (木錘、横槌)、 食事具 (匙) 等

4.考察

今回同定を行なった資料について、以下に器種と樹種との関係という視点から考察を行なう。

木製盾

上記の通り、盾に用いられた トチノキの植生分布は北海道南部を北限とし、本州、四国、九州におよ

ぶ。特に東北地方に多く九州では稀とされ、低山地帯の谷筋の肥沃な場所に多いとされる
1)。
近畿地方

での出土は今1物、挽物としての事例が比較的多く、古代以降に見られる傾向にある。東郷遺跡周辺では

弥生から古墳時代におけるトチノキの利用事例は少なく、大阪府瓜生堂遺跡で雑木類 (弥生時代後期～

庄内式期)に報告がある2)。 トチノキを用いた武器、武具類には滋賀県赤野井湾遺跡より出土 した短甲
(弥生中期～後期)3)ゃ岩手県徳丹城遺跡

4)ょ
り出土 した冑が知 られるが、盾の用材としては管見におい

て例がない。

これまでの出土事例によって、盾にはモミ属が用いられる傾向が強いことはすでに知られている。盾

の用材傾向と製作技法について整理を行なった中川正人氏は、盾にモミ属の材を用いることに「厳格な

流儀の継承があった」と指摘する
5)。 モミ属を用いた盾の出土事例は関東、東海、近畿、中国、九州地

方に見られ、地域性を越えて強い選択傾向があり、当遺跡周辺でも弥生時代に恩智遺跡、鬼虎川遺跡、

瓜生堂遺跡などにモミ属を用いた例が見られる。モミ属以外の樹種としては針葉樹材としてスギとヒノ

キが散見されるが数は少ない。

一方、広葉樹材を用いた出土事例はさらに限られており、クスノキ (滋賀県斗西遺跡)6)、 ヶャキ

(大阪府東奈良遺跡)7)、 ォニグルミ (奈良県保津・宮古遺跡)8)な どが報告されている。このうち東奈

良遺跡の事例 (弥生時代中期)は表面に赤色顔料 (ベ ンガラ)に よる円や線状の文様が施されており、

糸綴じの孔は無いことから本遺跡の盾とは異なる系譜にあると考えられる。斗西遺跡の事例 (古墳時代

前期～中期)は糸綴 じの穿孔を有 し、段の間隔は本資料よりも広い。また、保津 。宮古遺跡 (古墳時代

初頭)よ り出土 した盾は多数に割れているものの、全体の形状を知り得る遺存状態である。盾はオニグ
ルミの材を板目取りし、盾の全体に糸綴じの孔を穿つ。穿孔の配置によって中央から上下に凸状の文様

を対称となるように作り出しており、漆などの塗布は見られない。

盾の用材としてモミ属が多いなかで、本資料に見られるように、広葉樹材を用いた事例も確認されつ

つある。しかし、こうした事例は現段階においては限られており、樹種の傾向を把握できるまでには至っ

ていない。今回確認 したように盾の用材にトチノキを用いた理由は明らかではないが、モミ属とトチノ

キを木材の物理的性質において比較すると、いずれにも共通する特徴として軽軟で加工が容易な点があ

げられる。また狂いが生 じ易く保存性が低い点も両樹種の共通した特徴である。

脚付盤

脚付盤に用いられていたケヤキは弥生時代から古墳時代に奪J物容器として多用される。このような利

用の事例としては鬼虎川遺跡出土の耳付方形容器や、四脚合子
9)、
大阪府池上遺跡出土の鉢や把手付鉢

0

などがある。今」物容器の材にはケヤキのほかにヤマグワやクスノキを用いた例があり、特に当遺跡周辺

の遺跡より出土 した奪1物にはヤマグワ (ク ワ属)が多く用いられる傾向にある。

61



割物桶

桶状容器に用いられる樹種として針葉樹材にはスギ、広棄樹材にはタブノキ、ヤマグワなどの出土事

例がある。本資料に用いられていたイヌガヤは粘り気が強く木理が緻密で、耐水性に優れる特徴を持ち、

弓や杓子、田網枠などのほか春J物の材としても利用される。鬼虎川遺跡では竪杓子や容器蓋、弓、刺突

具としての例が確認されているけはか大阪府山賀遺跡では杭材としての利用が確認されているの。

註

1)平井信二『木の辞典』第1集 第1巻  1979
2)中原 計・秋山浩三「樹種からみた集落環境と弥生木器生産―瓜生堂99・ 01調査区における木製品 。自然木の同定検
討から一」『瓜生堂遺跡 1』 ―考察・分析・写真図版編― (財)大阪府文化財センター調査報告書第106集 2004
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9)財団法人大阪文化財センター『山賀』 (そ の3) 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告
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3)東郷遺跡出土木製盾の塗膜構造分析

1.分析対象

陥 1 木製盾

2.分析内容

・塗膜の断面観察と成分分析

・綴じ糸の繊維同定

3.使用機器および分析条件

・全反射フーリエ変換型赤外分光光度計(以下、FT―IR)(SENSIR TECHNOLOGIEStt Travel IR)

・ ミクロトーム(い日本 ミクロトーム研究所 S牛201)
・生物顕微鏡(仰オリンパス BX50)

4.方法および結果

塗膜の断面構造、塗膜の成分および綴じ糸の繊維種を調べるため、破片の表裏面(便宜上凸面を表面

とした)か ら微量の全膜、裏面から綴 じ糸を採取した(写真 15)。

まず、塗膜の断面構造を調べるため採取した塗膜を樹脂に包埋し、 ミクロトームを用いて断面の切片

を作製した。永久プレパラートにした後、生物顕微鏡(透過光)で断面観察を行なった。

表裏面の塗膜断面を観察した結果、塗料は木胎(ト チノキ)の板目面に塗布されており、塗膜の厚さは

約20μ mであった (写真 16)。 放射組織に浸み込んだ茶色系で透明な漆様部分と黒色部分が見られるこ

とから、生漆に松煙のような黒色微粒子物質混ぜ塗布した可能性が高いと考えられた (写真 16)。

塗膜の成分を調べるためFT― IRで分析を行なった。その結果、比較のため分析をおこなった トチノキ

の出土材の吸収と同様の吸収パターンがみられ塗膜の成分を確認することができなかった (第 6-1図・

第6-2図 )。 綴 じ糸部分も同様に分析を行なった結果、あ800～3000cm~1の 吸収が強く現われ、1500 cm l

付近の吸収がみられなかったこと、1450～1250 cm~1の 吸収などから漆であることが判った (第 7図 )。

塗膜の分析で成分を確認することができなかった原因は、塗膜層が薄く漆が微量であったため採取した

塗膜部分に木胎が入り、出土材の吸収が強く現れ、漆の吸収が確認できなかったものと考えられた。

つぎに、綴 じ糸の繊維種を調べるため採取 した綴じ糸を樹脂に包埋し、 ミクロトームを用いて断面の切

片を作製した。永久プレパラートにした後、生物顕微鏡(透過光)で断面観察を行なった。その結果、綴

じ糸の下層に約3層の茶色系透明塗膜が観察された (写真 17)。 当初は盾表面に顔料を含まない漆層があっ

たと考えられた。

綴じ糸の繊維断面は、抜け跡と考えられる長楕円形の細胞が見られることなどから苧麻か大麻と考え

られた (写真 17)。

そこで、標準繊維試料として、福島県大沼郡昭和村教育委員会から提供 して頂いた手引きの苧麻・大

麻、また、群馬県東吾妻町教育委員会から提供して頂いた手引きの大麻(町指定文化財)を用い比較をお

こなった。

その結果、手麻の断面は細長いループ状が多いのに対し、大麻の断面は丸みのある多角形の細胞が多

く、また丸みのある細胞も苧麻より太く細胞壁が厚い傾向が見られた (写真 18)。

以上より、木製盾の綴じ糸は断面形状が大麻と酷似 しており大麻と考えられた。

なお、綴 じ糸は2本以上で構成され右撚りであった (写真 19)。

(井上美知子 )
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a 表面・塗膜の採取個所           b 裏面・塗膜と綴じ糸の採取個所

写真15 破片 1のサンプリング個所

a 表面の塗膜断面 b 裏面の塗膜断面
写真16 木製盾の塗膜断面

写真17 綴じ糸断面

①の拡大 ②の拡大

64



1000

監T

990

980

970

960

950

9410

蜘
軒
酪

９５。

鰤

ｍ

８７．５

蜘

酪

帥

20000      1,5α 0      15000      12500

第6-1図 塗膜のFT―lRスペク トル
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第6-2図 出土材(ト チノキ)の FT―lRスペク トル
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第 7図 綴じ糸部分のFT― IRスペクトル

写真18 標準繊維の断面

器 tI

③岩島麻 。大麻

①昭和村苧麻

②昭和村大麻
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a 破片2
写真 19‐1 実体顕微鏡観察箇所

①の部分

写真19-2

②の部分

破片2の実体顕微鏡による画像
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1‐ 1 恩智遺跡
9006‐ 444)

八尾市恩智中町3 27212 343616 1353758 2007/2/5・ 6 1025 個人住宅

(発掘調査)

1‐ 2 久宝寺遺跡
(2006‐ 520)

八尾市久宝寺6 27212 343734 1353515 2007/3/27・ 28 保育園
(遺構確認調査)

1‐ 3 東郷遺跡
(2006-289)

八尾市東本町2 34 37 25 1353626 2007/1/11 店舗・共同住宅
(遺構確認調査)

1-4 東郷遺跡
(2006‐ 462)

八尾市桜ヶ丘2 27212 343731 1353648 2007/2/27 事務所
(遺構確認調査)

1-5 中田遺跡
(2006‐ 372)

八尾市八尾木北6 27212 343634 1353706
200げ12/152007/

3/19・ 20。 22(市敦
委人孔・官路立会)

分譲住宅

(遺構確認調査)

1‐ 6 西郡廃寺
(2006-190)

八尾市泉町3 27212 343844 1353629 2007/1/10 1875
工場

(遺構確認調査)

1‐ 7 八尾寺内町
(2006-437)

八尾市本町2 27212 343722 11 2007/2/22・ 23 3325 共同住宅
(遺構確認調査)

2‐ 1 大竹西遺跡
(2006‐ 414)

八尾市楽音寺1 27212 343819 2007/3/13・ 4

/20・ 23
337 共同住宅

(遺構確認調査)

2‐ 2 恩智遺跡
(2007-1〉

八尾市恩智中町2 27212 343624 1353758 2007/4/9 分譲住宅
(遺構確認調査)

2‐ 3 萱振遺跡
(2007-60)

ァく遂需普絵研6 27212 343813 1353630 2007/6/25 分譲住宅

(遺構確認調査)

2‐ 4 木の本遺跡
(2006‐ 261)

八尾市南木の本4 27212 343841 1358631
2007/1/15

6 ・ 6/11 1
12

1420 分譲住宅

(遺構確認調査)

2‐ 5 久宝寺遺跡
(2007-181)

バ竜常喬疾蟹等1 27212 343719 1353536 2007/8/7・ 8 270 共同住宅

(遺構確認調査)

2‐ 6 久宝寺寺内町
(2007-134)

八尾市久宝寺5 27212 343725 1353522 2007/7/17・ 18 個人住宅

(発掘調査)

2‐ 7 小阪合遺跡
(2007‐ 125)

八尾市小阪合町2 343722 1353654 2007/7/19。 20 1875 共同住宅

(遺構確認調査)

2-8 成法寺遺跡
(2007‐ 137)

八尾市南本町3 27212 34 37 11 1353629 2007/7/25 分譲住宅

(遺構確認調査)

2-9 成法寺遺跡
(2007‐ 202)

八尾市南本町2 27212 34 37 14 1353628 2007/11/8・ 9 倉庫付事務所
(遺構確認調査)
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2‐ 10 成法寺遺跡
(2007‐ 268)

八尾市南本町1 27212 34 37 16 1353620 2007/11/15 分譲住宅

(遺構確認調査)

2‐ 11 成法寺遺跡
(2007‐ 343)

八尾市清水町ユ 27212 34 37 17 1353613
2007/12/10 。

11

葬祭場
(遺構確認調査)

2-12 東郷遺跡
(2007‐ 49)

八尾市桜ヶ丘4 27212 343742 1353643
2007/5/31 ・ 6
/1

広告塔設置
(遺構確認調査)

2-13 東郷遺跡
(2007‐ 209)

八尾市北本町2 27212 34 37 43 1353621 2007/9/4
共同住宅

(遺構確認調査)

2-14 西郡廃寺
(2007‐ 44)

八尾市泉町2 27212 34 38 41 1353625 2007/5/18
店舗

(遺構確認調査)

2-15 西郡廃寺
(2007‐ 184)

八尾市泉町2 27212 34 38 38 1353627 2007/10/4
共同住宅
(遺構確認調査)

2‐ 16 西郡廃寺
(2007-334)

八尾市泉町2 27212 343839 1353626 2007/12/5 共同住宅
(遺構確認調査)

2-17 美園遺跡
(2007-38)

八尾市美園町3 27212 343807 1353548 2007/5/21・ 22 3325 多目的ホール

(遺構確認調査)

峠勘
一
ｍ

２００６
．
５２２，２．‐８鷺脚

八尾市本町3 27212 34372コ 1353556 2007/4/26
共同住宅
(遺構確認調査)

2-19 矢作遺跡
(2007‐ 119)

八尾市高美町4 27212 343655 1353642 2007/6/26 個人住宅
(発掘調査)

2‐20 弓削遺跡
(2007-54)

八尾市志紀町南4 343525 12 2007/5/16・ 17
分譲住宅

(遺構確認調査)

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

1-1 恩智遺跡
(2006-444)

集落 縄文時代晩期～弥生時代中期 縄文土器・弥生土器

1‐ 2 久宝寺遺跡
(2006-520)

集落 古墳時代初頭 溝・落込み 古式上師器

1‐ 3 東郷遺跡
(2006-289)

集落 近世 井戸・溝 土師器。国産陶磁器・瓦

1-4 東郷遺跡
(2006‐ 462)

集落 古代～中世 土師器・須恵器・瓦器

1-5 中田遺跡
(2006-372)

集落 古墳時代初頭～前期 土坑・小穴 弥生土器。古式上師器・埴輪

1‐ 6 西郡廃寺
(2006-190)

寺院 平安～鎌倉時代 土坑 土師器・須意器・瓦器

1-7 八尾寺内町
(2006‐ 437)

寺内町 古墳時代前期～近世 土師器・須恵器。国産陶磁器

2‐ 1 大竹西遺跡
(2006-414)

集落 古墳時代中期 土坑・溝・柱穴
弥生土器・古式土師器・

土師器・須恵器

2‐ 2 恩智遺跡
(2007-1)

集落 中～近世 溝・落込み 弥生土器

2‐ 3 萱振遺跡
(2007-60)

集落 鎌倉～室町時代 小穴 土師器・須恵器

2‐ 4 木の本遺跡
(2006‐ 261)

集落 弥生時代中期～中世 河道



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

2‐ 5 久宝寺遺跡
(2007‐ 181)

集落 奈良～平安時代
弥生土器・古式上師器・土師器・

須恵器・製塩土器

2-6 久宝寺寺内町
(2007-134〉

寺内町 中～近世
土坑・溝・

背割り排水溝
土師器・須恵器。国産陶磁器・

瓦

2-7 小阪合遺跡
(2007‐ 125)

集落 中世 溝・落込み 瓦器

2-8 成法寺遺跡
(2007‐ 137)

集落 鎌倉時代 溝・落込み 土師器・瓦器

2‐ 9 成法寺遺跡
(2007‐ 202)

集落 中世～近世 土坑・溝・落込み 土師器・須恵器・瓦質土器。銅銭

2‐ 10 成法寺遺跡
(2007-268)

集落 中世 溝 土師器・瓦器・瓦

2-11 成法寺遺跡
(2007‐ 343)

集落 古墳時代前期～中世 溝 板状木製品

2-12 東郷遺跡
(2007‐ 49)

集落 古墳時代中期～近世 土坑・溝。落込み 土師器・須恵器

2‐ 13 東郷遺跡
(2007‐ 209)

集落 古墳時代初頭～後期 土坑 古式土師器

2-14 西郡廃寺
(2007-44)

寺院
土師器・須恵器・瓦器・

国産陶磁器

2-15 西郡廃寺
(2007-184)

寺院 土師器・瓦

2-16 西郡廃寺
(2007‐ 334)

寺院 古代～中世 溝
土師器。須恵器・瓦器・白磁・

軒丸瓦

2‐ 17 美園遺跡
(2007‐ 38)

集落 古墳時代前～後期 土坑・溝・小穴 古式上師器。須恵器

2‐ 18 八尾寺内町遺跡
隣接地(2006‐ 522)

集落 河道

2-19 矢作遺跡
(2007‐ 119)

集落 土師器。青磁

2‐20 弓削遺跡
(2007‐ 54)

集落 飛鳥時代中頃～奈良時代前半 土器群
古式上師器・土師器・須恵器・

黒色土器
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